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事  務 事 業  の 概 要  

１ 概  況 

(1) 学校の沿革 

 

明治 34年 12月７日  設立許可、御厨町外１０ヵ町村学校組合立御殿場農業学校と称する。 

明治 35年 ４月１日  開 校 

明治 36年３月 25日  農商補習学校設置 

大正元年 11月 29日  駿東郡御厨町外９カ町村学校組合立御殿場農学校と改称する。 

大正 ３年４月 １日  女子部を設置し御殿場実業学校と改称する。 

大正 ８年３月 25日  御殿場町外９カ町村学校組合立御殿場農学校と改称する。また女子部を分

離し、御殿場実科女学校と称する。 

大正 11年 ４月１日  甲種に合格。御殿場実科女学校を合併し、御殿場実業学校と改称する。 

大正 12年 ４月１日  県立移管、静岡県立御殿場実業学校と改称する。 

昭和 ８年 ４月１日  女子部終業年限を４ヵ年（尋卒）に延長する。 

昭和 ９年 ４月１日  男子部第２種５年制（尋卒）を新設する。 

昭和 10年 ９月１日  本校併設の青年学校を県立御殿場農業青年学校と改称する。 

昭和 23年 ４月１日  学制改革により静岡県立御殿場高等学校と改称され、農業課程 300 人、商

業課程 150人、普通課程 300人となる。 

昭和 23年 ９月１日  定時制課程新設、本校に中心校（昼間制の普通課程と農業課程）、小山町に

小山分校（夜間制普通科生徒定員 80人）を設置 

昭和 26年 ３月１日  定時制中心校生徒募集停止 

昭和 30年 １月１日  全日制課程の定員改正、家庭課程が新設され、生徒定員を農業課程 300名、

商業課程 300人、普通課程・家庭課程合わせて 450人とする。 

定時制小山分校（普通課程）160人となる。 

昭和 32年 ２月８日  生徒定員改正、農業課程 150人、商業課程 450人、普通課程・家庭課程 

合わせて 450人となる。 

昭和 37年 ４月１日  生徒定員、農業課程 150人、商業課程 450人、普通課程･家庭課程と合わせ

て 500人。定時制小山分校 160人となる。 

昭和 38年 ２月７日  全日制普通課程募集停止。家庭課程を家政科と改称し、生徒定員を農業科

50人、商業科 250人、家政科 150人とする。 

  定時制小山分校 40人と定める。 

昭和 41年 ２月７日  全日制農業科募集停止。全日制生徒定員商業科 250人、家政科 150人と 

定める。 

昭和 43年 ４月１日  農業科募集停止にともない生徒定員を次のように定める。 

商業科 288人、家政科 96人 

昭和 44年２月 15日  校舎、体育館兼講堂落成記念式典挙行 

昭和 44年 ４月１日  生徒定員を商業科新１年から１クラス減にともない、次のように定める。 

商業科 235人、家政科 94人 

昭和 45年 ４月 １日  生徒定員を次のように定める。商業科 230人、家政科 92人 

昭和 46年 10月 26日  創立 70周年記念式典挙行 

昭和 47年 ４月 １日  生徒定員を経理科設置にともない、次のように定める。 

商業科 90人、経理科 135人、家政科 90人 

昭和 51年 ４月１日  生徒定員を、商業科・経理科一括募集につき、次のように定める。 

商業科･経理科 225人、家政科 90人 

昭和 54年 ４月１日  商業・経理科を廃止し、生徒定員を次のように定める。 

商業科 225人、家政科 90人 
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昭和 54年 12月 24日  運動場夜間照明施設設置 

昭和 55年 ４月１日  商業科新１年から１クラス増につき、生徒定員を次のように定める。 

商業科 270人、家政科 90人 

昭和 56年２月 23日  西館落成 

昭和 56年 11月１日  創立 80周年記念式典、みくりや会館落成式典挙行 

昭和 60年３月 31日  小山分校閉校。（昭和 60年４月１日小山高校定時制課程に移管される｡） 

昭和 60年 ４月１日  商業科新１年から１クラス減につき生徒定員を次のように定める。 

商業科 225人、家政科 90人 

平成 ３年 ４月１日  商業科新１年から１クラス減につき生徒定員を次のように定める。 

商業科 180人、家政科 90人 

平成 ３年 11月１日  創立 90周年記念式典挙行 

平成 ４年 ４月１日  新１年生から学科改編に伴う名称変更。生徒定員を次のように定める。 

情報システム科(工業に関する学科)を新設し 80人、 

商業科が情報ビジネス科(商業に関する学科)に変更し 135人、 

家政科が情報デザイン科(家庭に関する学科)に変更し 40人 

平成 ５年 ４月１日  生徒定員を次のように定める。 

情報システム科 80人、情報ビジネス科 129人、情報デザイン科 40人 

平成 ６年 ４月１日  生徒定員を次のように定める。 

情報システム科 80人、情報ビジネス科 126人、情報デザイン科 40人 

平成 ７年 ４月１日  生徒定員を次のように定める。 

情報システム科 80人、情報ビジネス科 123人、情報デザイン科 40人 

平成 ８年 ４月１日  生徒定員を次のように定める。 

情報システム科 80人、情報ビジネス科 120人、情報デザイン科 40人 

平成 13年 10月 12日  創立 100周年記念式典挙行、国際交流・みくりや育英基金事業開始 

平成 17年 ４月 １日  生徒定員を次のように定める。 

情報システム科 80人、情報ビジネス科 80人、情報デザイン科 40人 

平成 22年 ３月 25日  エネルギー関連教育事業により、ハイブリット発電機（風力、太陽光） 

設置 

平成 23年 10月 22日  創立 110周年記念行事 

平成 24年２月 29日  第２体育館建替 

平成 26年１月 27日  第２グラウンド完成 

平成 27年３月 25日  創立 110周年記念事業、みくりや会館落成式典挙行 

平成 30年 ４月 １日  新１年生から学科改善に伴う名称変更。生徒定員を次のように定める。 

創造工学科(工業に関する学科)に変更し 80人、 

創造ビジネス科(商業に関する学科)に変更し 80人、 

生活創造デザイン科(家庭に関する学科)に変更し 40人 

令和３年 ４月 １日  生徒定員を次のように定める。 

創造工学科 80人、創造ビジネス科 40人、生活創造デザイン科 40人 

令和３年 11月 12日  創立 120周年記念式典挙行 

令和５年 ４月 １日  生徒定員を次のように定める。 

創造工学科 40人、創造ビジネス科 40人、生活創造デザイン科 40人 
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・学校行事

・防災教育・環境教育

・福利厚生

・ＰＴＡ、文化体育後援会

・同窓会

・教育課程・教科書

・日課・時間割

・指導要録・成績管理

・生徒在籍管理

・ＬＨＲ

・創造探究(総合的な探究の時間)

・文書記録

・読書指導

・ 職員会議 ・文化行事

・ 運営委員会 ・資料整理、各種統計

・ ３科長会

・ 広報委員会 ・生活指導

・ 特別支援教育委員会 ・交通安全指導

・ 学校評価委員会 ・生徒会指導

・ 学校保健委員会 ・補導・渉外

・ 職員安全衛生委員会

・ いじめ防止等対策委員会

・ いじめ重大事態対応委員会 ・就職指導・進学指導

・ 校内コンプライアンス委員会 ・ＬＨＲ指導

・ 職員交通安全委員会 ・進路開拓

・ 修学旅行検討委員会

・ 学校施設開放委員会 ・検診、健康診断

・ インターンシップ推進委員会 ・環境、安全、広報

・ 褒賞委員会 ・測定、統計

・ みくりや会館運営委員会 ・教育相談・道徳教育

・特別支援教育啓発

・校内職員研修・年次研修

・人権教育・生涯学習

・国際交流・校内便覧

・情報システム管理

・ＩＣＴ研修・ＢＹＯＤ

・広報、ＨＰ管理

１年部

庶　　務

校 務 運 営 組 織 図

生 徒 課

副校長 教　頭

(教務部）

校　長

総 務 課

学校運営協議会

事務長

教 務 課

進 路 課

保 健 課

情報研修課

会　　計

（事務部）

管　　財

学　科

学年部

給　　与

教 科

２年部

創造ビジネス科

生活創造デザイン科

３年部

創造工学科
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２ 目指す学校像 

（令和６年度） 

(1) スクール・ミッション 

三つの専門学科（工業科・商業科・家庭科）を併設する県内でも特色ある学校として、三学科併設の環

境を生かし、自分の専門性を高めながら、他学科の生徒と交流し、より深い教養を身につけることを通し

て、北駿地域の未来を創り支える人材の育成を目指す。 

(2) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

(1)専門的な知識・技能のほか、創造性やコミュニケーション能力を身に付けた次代を担うスペシャリス

トを育成する。(創造性・コミュニケーション能力) 

(2)自ら課題を発見し、解決のために主体的に行動できる力を育成する。(課題解決力・主体性) 

(3)多様な価値観をもつ人々と協働して新しいことに取り組んでいく力を育成する。(協働・挑戦) 

(4)健全な心身のもと、社会で通用するマナー・モラルを身に付けた人材を育成する。(健全な心身・人間

性) 

(5)地域に根ざし、地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。(地域貢献) 

カリキュラム・ポリシー 

【学校全体】 

(1)積極的なＩＣＴ活用を通して、協働的な学びと個別最適な学びを支援するとともに、習熟度別集団や

少人数集団を設置することで、きめ細やかな学習指導を行う。 

(2)２年次、３年次に共通選択科目を開設し、科を横断した授業を選択できるようにする。 

(3)「総合的な探究の時間」やインターンシップ等を通して、進路実現に向けたキャリア教育の充実を図

る。 

(4)生徒が主体となったホームルーム活動、生徒会活動、学校行事を実施する。 

(5)社会人講師による授業や実習をとおして、実践的・体験的活動の機会を設ける。 

【創造工学科】 

(1)１年生で工業に関する基礎知識を幅広く学び、２年生からコース(機械・電気)を選択する。 

(2)各種検定資格の取得、技能講習の受講、競技会への積極的な参加を奨励する。 

(3)工場見学など地域との連携による職場体験学習を通じて、実践的職業能力の向上を目指す。 

【創造ビジネス科】 

(1)１年生で商業に関する基礎知識を幅広く学び、２年生からコース(マネジメント会計・メディア観光)

を選択する。 

(2)各種検定資格の取得、地域イベントの企画・運営、外部コンテストへの参加等を奨励する。 

(3)地域(御殿場市など)や企業などと積極的に連携し、現実的な課題解決に取り組むことで、より実践的・

体験的な活動を行う。 

【生活創造デザイン科】 

(1)３年間をとおして、食物、保育、被服に関する専門的な知識技術を学ぶ。 

(2)各種検定資格の取得や外部のコンテスト等への積極的な参加を奨励する。 

(3)学びを活かし、地域に貢献する実践的・体験的な活動を行う。 
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アドミッション・ポリシー 

(1)基本的な学習習慣や生活習慣が身に付いている生徒 

(2)専門分野を学ぶことに強い興味・関心があり、資格取得の意欲がある生徒 

(3)学校生活に積極的に取り組み、新しいことに挑戦しようとする生徒 

(4)思いやりの心を持ち、仲間と協働して粘り強く目標達成のために努力しようとする生徒 

(5)地域や社会に関心を持ち、その発展に貢献したいという意欲のある生徒 

(3) スクール・ポリシー具現化の柱 

 ア ＩＣＴを効果的に活用することにより、生徒自らの学ぶ意欲と創造性を育成する。 

イ 自ら考え、主体的に行動する有徳の人を育成する。 

ウ きめ細やかな指導を行うことにより健全でたくましい心身を育成する。 

エ 地域連携とキャリア教育を充実することにより、正しい職業観や政治的教養を醸成する。 

 オ 生徒が安心して学習できる教育環境を整備する。 

カ 教職員の働き方について適正化を図ると共に、教職員間の同僚性を構築する。 

 

（令和７年度） 

(1) スクール・ミッション 

三つの専門学科（工業科・商業科・家庭科）を併設する県内でも特色ある学校として、三学科併設の環

境を生かし、自分の専門性を高めながら、他学科の生徒と交流し、より深い教養を身につけることを通し

て、北駿地域の未来を創り支える人材の育成を目指す。 

(2) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

(1)専門的な知識・技能のほか、創造性やコミュニケーション能力を身に付けた次代を担うスペシャリス

トを育成する。(創造性・コミュニケーション能力) 

(2)自ら課題を発見し、解決のために主体的に行動できる力を育成する。(課題解決力・主体性) 

(3)多様な価値観をもつ人々と協働して新しいことに取り組んでいく力を育成する。(協働・挑戦) 

(4)健全な心身のもと、社会で通用するマナー・モラルを身に付けた人材を育成する。(健全な心身・人間

性) 

(5)地域に根ざし、地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。(地域貢献) 

カリキュラム・ポリシー 

【学校全体】 

(1)積極的なＩＣＴ活用を通して、協働的な学びと個別最適な学びを支援するとともに、習熟度別集団や

少人数集団を設置することで、きめ細やかな学習指導を行う。 

(2)２年次、３年次に共通選択科目を開設し、科を横断した授業を選択できるようにする。 

(3)「総合的な探究の時間」やインターンシップ等を通して、進路実現に向けたキャリア教育の充実を図

る。 

(4)生徒が主体となったホームルーム活動、生徒会活動、学校行事を実施する。 

(5)社会人講師による授業や実習をとおして、実践的・体験的活動の機会を設ける。 

【創造工学科】 

(1)１年生で工業に関する基礎知識を幅広く学び、２年生からコース(機械・電気)を選択する。 
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(2)各種検定資格の取得、技能講習の受講、競技会への積極的な参加を奨励する。 

(3)工場見学など地域との連携による職場体験学習を通じて、実践的職業能力の向上を目指す。 

【創造ビジネス科】 

(1)１年生で商業に関する基礎知識を幅広く学び、２年生からコース(マネジメント会計・メディア観光)

を選択する。 

(2)各種検定資格の取得、地域イベントの企画・運営、外部コンテストへの参加等を奨励する。 

(3)地域(御殿場市など)や企業などと積極的に連携し、現実的な課題解決に取り組むことで、より実践的・

体験的な活動を行う。 

【生活創造デザイン科】 

(1)３年間をとおして、食物、保育、被服に関する専門的な知識技術を学ぶ。 

(2)各種検定資格の取得や外部のコンテスト等への積極的な参加を奨励する。 

(3)学びを活かし、地域に貢献する実践的・体験的な活動を行う。 

アドミッション・ポリシー 

(1)基本的な学習習慣や生活習慣が身に付いている生徒 

(2)専門分野を学ぶことに強い興味・関心があり、資格取得の意欲がある生徒 

(3)学校生活に積極的に取り組み、新しいことに挑戦しようとする生徒 

(4)思いやりの心を持ち、仲間と協働して粘り強く目標達成のために努力しようとする生徒 

(5)地域や社会に関心を持ち、その発展に貢献したいという意欲のある生徒 

(3) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア ＩＣＴを効果的に活用することにより、生徒自らの学ぶ意欲と創造性を育成する。 

イ 自ら考え、主体的に行動する有徳の人を育成する。 

ウ きめ細やかな指導を行うことにより健全でたくましい心身を育成する。 

エ 地域連携とキャリア教育を充実することにより、正しい職業観や政治的教養を醸成する。 

 オ 生徒が安心して学習できる教育環境を整備する。 

カ 教職員の働き方について適正化を図ると共に、教職員間の同僚性を構築する。 
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３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等 

(1) 令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

創造性を高める

とともに、深い

学びにつながる

授業の工夫とＩ

ＣＴの活用を進

める。 

校内授業公開の実施

（各自２回） 

 

 

 

 

（基礎力診断テスト

におけるＧＴＺゾー

ンについて）入学時

の学年平均数値より

も卒業時の平均が上

昇している状況を目

標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の学習指導満

足度（75％） 

・校内授業公開週間を

２回（６月と 11 月）

実施した。 

 

 

 

・１年：基礎力診断テ

ストに向け、対策用課

題に取り組むととも

に、各自で目標を立て

実践するなど、基礎学

力の定着を図った。 

・２年：基礎力診断テ

ストに向け対策用課

題を配布し、各自で目

標を立て計画的に学

習を進めるよう促す

ことで、基礎学力の定

着を図った。 

・３年：基礎力診断テ

スト対策用に課題を

配布し、各自に動機付

けを促し、基礎学力の

定着を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習指導に満足して

いると答える保護者

は 80.7％であった。 

 

Ｂ 

・校内授業公開週間では多

くの教員が他教科の授業を

参観し、お互いアドバイス

し合うなど、自らの授業を

振り返る良い機会となっ

た。 

・１年：4 月の平均 GTZ は

C3-であった。（昨年 C3-）

また D3の生徒が 16名いた。

（昨年 11名）学習の基礎・

基本を定着し、毎回の授業

を大切にしながら、前向き

な学習習慣を高めていきた

い。 

・２年：1 年次 4 月の平均

GTZは C3-、2年時 4月は D1-

と低下した。下位層の D3も

1 年次 4 月が 11 人から、2

年次 4 月は 23 人と増加し

た。進路に対する高い意識

を持ち日々の授業に取り組

むよう、学習環境を整備し

ていきたい。 

・３年：1 年次 4 月の平均

GTZは C3+、2年次 4月は D1+

と低下した。3 年次 4 月は

D1+であった。下位層の D3の

人数は、1年次 9人、2年次

10人、3年次 11人と横ばい

であった。一生懸命取り組

んでいた。 

・授業参観や学校ホームペ

ージ、SNS等で授業の様子を

保護者に伝えていきたい。 
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授業がわかると答え

る生徒（85%以上） 

班やグループで活動

するのは楽しいと答

える生徒（85%以上） 

全職員が生徒１人１

台パソコンを活用し

た授業を行う。 

授業で効果的に ICT

機器が使われている

と答える生徒（85%以

上） 

・授業がわかると答え

る生徒は 83.3％であ

った。(82.7％) 

・班やグループで活動

するのは楽しいと答

える生徒は 77.1％で

あった。(80.8％) 

・ほとんどの職員が１

人１台パソコンを授

業で活用している。 

・授業で効果的に ICT

機器が使われている

と 答 え る 生 徒 は

90.2 ％ で あ っ た 。

(85.7％) 

Ｂ 

・授業で効果的に ICT 機器

が使われていると答える生

徒が 90％を超えていること

から、多くの教員が ICT を

単に使う段階から、効果的

に活用する段階になってい

ると思われる。 

・グループ活動については、

主体的・対話的で深い学び

の実現を目指し、問いの工

夫や ICT の効果的な活用に

ついて実践を積み重ね、授

業力向上を図っていく。 

資格取得・各種コン

クールへの挑戦(年

２回以上) 

・Ｅ科（創造工学科）：

全国工業校長協会検

定試験（計算技術検

定、情報技術検定、基

礎製図検定）第二種電

気工事士、品質管理検

定やフォークリフト、

溶接、高所作業車等の

技能講習において、計

画通りに実施できた。 

・Ｂ科（創造ビジネス

科）：各種全商検定試

験（ビジネス計算、簿

記、ビジネス文書、情

報処理の各２回、商業

経済の１回）の検定や

日商簿記検定の３回

等の検定において、計

画通りに実施できた。

また、複数のビジネス

プランコンテスト等

に参加することがで

きた。 

・Ｄ科（生活創造デザ 

Ａ 

・Ｅ科：来年度も引き続き、

各種検定試験技能講習を継

続して実施する。 

・Ｂ科：来年度も引き続き、

各種検定試験を継続して実

施したい。また、各種コンク

ール等にも積極的に参加し

たいと考えている。 

・Ｄ科：コンクールは、授業

内容を深められるものをさ

らに厳選していきたい。 
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イン科）：家庭科技術

検定、サービス接遇検

定、給食コンクール、

ふじのくに未来デザ

イン、高校生デザイン

グランプリに挑戦す

ることができた。 

 

 

イ 

体験しながら主

体的に物事を考

える機会を通し

て、豊かな心や

感性を高める。 

人権、情報モラル、交

通ルール・マナー、芸

術鑑賞教室、各学科

の専門等に関する講

演をそれぞれ１回以

上実施 

・生徒対象の人権講話

（思春期講座）を実施

した。（11月） 

・情報モラルに関する

講演を、１年生対象に

御殿場警察署から講

師を招き実施した。

（４月） 

・交通安全講話を全校

生徒対象に実施した。

（４月） 

・自転車安全指導カー

ドの発行状況は 97 人

(11 月末)で前年同時

期より減少した（‐26

件）。また、並進、通

行区分違反も減少し

た。 

・交通事故件数は昨年

より１件減少して７

件であった。(12月末) 

・芸術鑑賞教室を 11

月に御殿場南高校と

合同で実施した。アン

ケートではほぼ全員

の生徒が、満足したと

回答した。 

・Ｅ科：3年生の課題

研究において地域の

木材加工業者を招き、

指導・助言を受けた。

(計３日、９時間) 

Ａ 

・次年度も引き続き実施し

たい。状況に応じて、オンラ

インでの実施も考慮した

い。 

 

 

 

 

・交通講話や登校指導、何よ

りも日頃の交通ルール・マ

ナーの遵守の指導により、

昨年より減少した。今後も

継続的に指導していくとと

もに、自転車ヘルメット着

用率が上がるように呼び掛

けていきたい。 

 

 

 

 

 

 

・次年度は小山高校と合同

で開催予定である。行事成

功のために、担当者同士の

連携を密に行っていきた

い。 

 

・Ｅ科：制作した作品を御殿

場市立御殿場東小学校へ寄

贈した。生徒は使う人の利

便性や安全性を考慮した 
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・Ｂ科：観光コースの

授業において、御殿場

みくりや俱楽部の代

表の方等に年間 10 回

程度の講演を実施し

た。また会計コース、

選択授業においても

外部講師を招き講演

を実施した。 

・Ｄ科：保育分野（リ

トミック、劇創作）や

革細工の講習を行う

ことができた。 

 

 

作品の制作を体験し、喜ん

でもらえたことでものづく

りの楽しさを体験すること

ができた。 

・Ｂ科：教育的効果も高いた

め、来年度も引き続き、どの

コースの授業においても講

演（授業）を検討したい。 

・Ｄ科：生徒に効果的な講演

講習会が今年度以上にでき

るよう予算の検討をお願い

したい。 

読書に積極的に取り

組んでいると答える

生徒（80％以上）。 

・「読書に積極的に取

り組んでいる」と答え

る生徒は 67.0％であ

った。 
Ｂ 

・朝読書の実施、図書館の分

館を本館内に設置、図書委

員会の活動を通した啓蒙活

動等の手だてを行っている

が、なかなか成果に結びつ

かない。 

継続活動している生

徒 (99%以上) 

充実した部活動がで

きているという生徒

（80%以上） 

・継続活動していると

答える生徒は 86.6％

であった。 

・充実した部活動がで

きていると答える生

徒は 82.0％であり、昨

年度より増加した。

（67.5％） 

・消極的な転部は７

名。運動部への転部が

４名であった。女子生

徒の運動部離れが顕

著である。 

Ｂ 

・顧問の先生方の指導によ

り、部活動の取り組み状況

は概ね良好と言える。しか

し生徒減や教員減に伴い、

部活動規模は縮小してい

る。女子の運動部離れは喫

緊の課題である。生徒のニ

ーズに応えながら成長を促

す活動となるように努めて

いきたい。 

施設等との交流の継

続 

交流報告会等の実施 

(年１回以上） 

・Ｅ科：御殿場特別支

援学校との交流事業

において、受動歩行ロ

ボットの製作体験を

実施した。 

 

Ａ 

・Ｅ科：生徒はどのように説

明したら安全に作業するこ

とができ、ロボットを歩行

させることができるか考え

ながら準備し、当日も丁寧

な対応ができた。 
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・Ｂ科：御殿場特別支

援学校との交流事業

において、クリスマス

カードの製作体験を

実施した。 

・Ｄ科：御殿場特別支

援学校との交流授業

を行うことができた。

デザイン科では、３年

生が担当し、絞り染

め、クリスマスツリー

製作を行った。 

 

・Ｂ科：生徒は、パソコンの

ワープロ機能について、実

演を交えてわかりやすく説

明すると同時に、特別支援

の生徒と積極的にコミュニ

ケーションを行い丁寧な対

応ができた。 

・Ｄ科：今後も継続したい。 

主体的に御高祭に参

加できたと答える生

徒 (90%以上） 

・主体的に御高祭に参

加できたと答える生

徒は 93.0％であった。 

・御高祭の生徒満足度

は 99｡7％、教員から見

た生徒の取り組みも

100％肯定しており、

良い結果となった。展

示ブースをコンパク

トにするなど工夫が

なされた。 

Ａ 

・展示方法や発表に工夫が

なされ、大成功であった。日

頃の成果発表と情報発信が

できるように、さらに内容

を検討していきたい。 

充実した修学旅行で

あったと答える生徒

（90%以上） 

・生徒アンケート「修

学旅行全体の満足度」

への回答は「非常に良

かった」「良かった」

の合計 99.1％。 

・平和学習に比べ、班

別研修（長崎市内、ﾊｳ

ｽﾃﾝﾎﾞｽ、大阪市内、

USJ）に対する充実度

が特に高かった。 

Ａ 

・LHR 等で事前学習の時間

を多く確保し、平和学習や

長崎市内研修をさらに充実

させるべきと考える。 

・生徒は集合時間をきちん

と守り、体調不良や事故、ト

ラブル等もなく、良い修学

旅行となった。 
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ウ 

身体能力の向上

と教育相談の充

実を図る。 

クロスカントリー完

走者(全員) 

新体力テスト（優良

校） 

・クロスカントリー大

会では、毎授業におい

て練習カードを用い

て計画的に取り組む

ことで体力、記録の向

上が図れ、大会での棄

権者も少なかった。 

・新体力テストにおい

ても記録カードを活

用した効果的な指導

により、男女とも優良

校を達成できた。 

Ａ 

・集団行動を含めた規律正

しい指導と練習カードによ

り、計画的で前向きな取り

組みが実践できた。今後も

毎時間のトレーニングを徹

底することで、さらに体力

の向上を図っていきたい 

自分の体調（不調や

課題）を把握し、Ｃラ

ーニングに入力する

ことができる。 

健康診断の結果を健

康維持や改善に役立

てることができる。

（要受診者の受診率 

50%以上） 

年間欠席日数３日以

内の生徒 80%以上 

・ほとんどの生徒が毎

日入力することがで

きた。 

・要受診者の受診率

は、昨年より６％増加

の 21.6％であった。

（15.6％） 

・出停は除く年間欠席

日数３日以内（不登

校、長期病欠、転学者

は除く）の生徒は

60.6％(197名)であっ

た。（78％） 

Ｂ 

・C-learnig の入力はほと

んどの生徒が入力できてい

た。来年度へ向け、本校はメ

ンタル不調を訴える生徒が

多いため C-learinigの設問

にメンタルの状態を問う設

問を追加し、不調の早期発

見に繋がる設問に変更して

いきたい。 

・健診の要受診者の受診率

は昨年度より上昇してい

る。引き続き呼びかけを行

っていきたい。 

・年間欠席日数が３日以内

の生徒については昨年度よ

り低下している。不登校生

徒の増加が原因として考え

られる。今後も教職員で情

報共有を密にし、生徒の困

り感を軽減できるようにし

ていきたい。 

不登校生徒に対する

相談体制の充実 

必要に応じて外部機

関との連携を図る。 

特別支援教育に関す

る教職員研修の実施 

・不登校、学校や家庭

生活への不安など生

徒の状況に応じて教

員間で連携を取り、対

応ができた。 

・必要に応じて管理職 

Ａ 

・様々なケースを抱える生

徒が増えている中で、教職

員で連携を取って対応する

ことができた。今後も生徒

の実態に応じて、スピード

感を持って対応していきた 
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（１回以上）                                                                                                                               

個別の指導計画に基

づく情報共有の推進 

道徳教育の推進                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

が外部機関に連絡を

し、対応ができた。 

・特別支援教育に関す

る教職員研修を年度

当初に開催すること

ができた。 

 

い。 

・スクールカウンセラーの

助言が大いに役立った。 

エ 

地域連携とキャ

リア教育を通し

て、生徒一人ひ

とりの特性を生

かした進路指導

の実現及び政治

的教養への意識

の向上を図る。 

進路指導に満足して

いると答える生徒

（95%以上） 

進路先に満足してい

ると答える生徒（95%

以上） 

支援を要する生徒の

進路指導に関する保

健課との連携の推進 

・３年生進路アンケー

トによると「学校の進

路指導に満足してい

る」と答える生徒は

98.8％（95.2％）、「進

路先に満足している」

と 答 え る 生 徒 は

98.8％（98.6％）であ

った。概ね目標を達成

することができた。  

Ａ 

・引き続き、進路満足度の向

上を図りたい。進学指導の

見直しはもちろんのこと、

支援を必要とする生徒への

指導についても他部署と連

携し進めたい。 

・進路行事（インターンシッ

プ・企業見学等）を積極的に

進めたい。 

チケット発行枚数 

 (前年比５％減) 

・チケット発行枚数は

45 枚（12 月末）であ

った。昨年度は 12 月

末で 90 枚であったの

で約半減したと言え

る。 

・冬になり、今後増加

することが予想され

るが未然防止に努め

たい。 

Ｂ 

・教員、生徒が共通理解を図

り、公平な指導により正し

い着こなしに結び付いたと

言える。初期指導や服育講

話も効果的であった。 

・不注意による違反をなく

すことが今後の課題であ

る。女子の化粧や冬服違反

が増加した。 

出前講座・公民館講

座等の実施及び地域

行事への参加 (各科

５回以上) 

・Ｅ科：ごてんば産業

フェアにおいて、主に

地域に小学生を対象

とした受動歩行ロボ

ット製作体験を実施、

コミセンでの木工体

験講座への運営補助

等を実施した。 

・Ｂ科：ごてんばの日、

ごてんば産業祭、御リ

ンピック、ごてんばっ

木、駅まえ～る、農協

祭、足柄 SA パンマル

Ａ 

・Ｅ科：生徒は自分が指導す

る立場になったとき、どの

ような点に注意すればよい

のか、相手にものづくりの

楽しさを実感してもらうた

めにはどうしたらよいのか

考え、実行することができ

た。 

・Ｂ科：生徒は観光コースに

限らず、他学年の行事にも

積極的に参加し、自分たち

のできることを創造しチャ

レンジする力を育成でき
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シェなど多数の地域

行事に参加し、物販や

木育、イベント企画な

どを行った。 

・Ｄ科：公民館での出

前講座、地域行事とし

て御殿場市の産業フ

ェアに参加した。 

た。次年度についても、複数

回の実施に向け内容を精査

しながら継続したい。 

 

・Ｄ科：今年度は出前講座の

依頼が少なかったが、参加

した生徒は意欲的に取り組

んでいた。 

地域の企業等と連携

した教育活動の推進

（連携団体２か所以

上） 

・Ｅ科：シモンズ富士

小山工場を訪問し、ベ

ッド等の製造工程を

見学し、担当者から企

業理念・製品を製造す

る上で重要なことに

ついて説明を受けた。 

・Ｂ科：観光・商品開

発の授業において、御 

殿場市役所や御殿場

総合サービス、御殿場

市観光協会、大田屋等

との連携を図ること

ができた。また、アイ 

ザワ証券、プロスペラ

学院ビジネス専門学

校との連携を図るこ

ともできた。 

・Ｄ科：１，２年生希

望者に市役所、虎ノ門

グループとの共同企

画 SDGｓ保育体験を実

施できた。３年生では

保育部分案実習のた

めに市内保育園幼稚

園３ケ所で実習を行

った。軍手人形の披

露、手袋シアター、自

作劇の披露と保育園

の劇衣装のリメイク

もできた。 

Ａ 

・Ｅ科：次年度も継続して、

地域・企業との連携を図り

たい。 

・Ｂ科：次年度も継続して、

地域・企業との連 携を図り

たい。 

・Ｄ科：引き続き、地域連携

を深めたい。 
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地域防災訓練参加率

（70%以 

上） 

ふじのくにジュニア

防災士 100取得 

・インフルエンザの流

行や人数制限がされ

た地域もあり、地域防

災 訓 練 参 加 率 は

54.7％（57.3％）、ふ

じのくにジュニア防

災士取得率は 98.2％

であった。 

Ｂ 

・次年度も地域と連携を図

りながら訓練参加を進めて

いきたい。 

創造探究(総合的な

探究の時間)をとお

して自らの生き方や

地域の課題について

考えることができた

と答える生徒(80％

以上) 

・「創造探究(総合的

な探究の時間)をとお

して自らの生き方や

地域の課題について

考えることができ

た」と答えた生徒

78.3％であった。 

Ａ 

・目標の 80％にはわずかに

届かなかったが、ほぼ達成

できた。一方で、担任や副担

任の負担感もあり、内容に

ついては修正を加えていき

たい。 

オ 

教職員、生徒、

保護者及び地域

の視点から、信

頼され、安心で

きる教育環境づ

くりを進める。 

体罰・不祥事などの

服務事故発生(０件） 

 

 

 

・不祥事根絶研修を毎

月実施し、コンプライ

アンスや交通安全意

識の維持・向上に努め

た。 

Ａ 

・引き続き、県教委からの通

知（コンプライアンス通信）

等を活用した校内研修を継

続・充実させ、体罰や不祥

事、交通安全等に対する高

い意識を維持するよう努め

ていく。 

交通安全ゼロメータ

ーの設置など教職員

の安全意識を高め、

交通事故０件とす

る。 

・体罰・不祥事などの

服務事故０件、交通事

故０件であった。 Ａ 

監査・検査時の指示・

指摘 

(０件) 

学校経営予算の執行

残(0.5％)              

・チェック・確認体制

が機能し、1年間通し

て監査・検査時の指

示・指摘が０件であっ

た。 

・学校経営予算は適切

な時期での執行を進

め、計画どおりに執行

できる見込みである。 

Ａ 

・引き続き適正な会計処理

に努めるとともに効果的な

予算執行を進める。 
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校内施設の危険個所

や防火等に関する安

全点検を月１回以上 

備品現有確認(１学

期中)      

文書整理・不要品処

分(年３回) 

・施設点検を月 1回以

上行い、更に業者の点

検時に同行するなど

して保全に努めた。 

・備品の現有確認を計

画どおり行い、更新等

整理計画を検討した。 

・文書整理や不用品処

分は計画実施ととも

に随時に行うことが

できた。 

Ａ 

・引き続き職員相互での情

報共有し、設備等の保全に

努める。 

・保有設備や備品の有効活

用を目指す。 

学校ＨＰ・ＳＮＳ更

新(週３回以上) 

中学校との連携回数

を増やす。 

保護者の広報・連絡

等満足度(70%) 

・学校生活(行事や部

活動など)のＳＮＳ投

稿は活発に行われた。 

・御高を知る会や御高

PR大使（生徒）等によ

り、中学校との連携を

積極的に行った。 

・広報・連絡等に満足

していると答える保

護者は 82.8％であっ

た。 

Ｂ 

・引き続き、多くの職員が学

校ＨＰやＳＮＳ等を活用

し、学校生活の様子を保護

者や中学校へ伝え、本校の

魅力をアピールして行きた

い。 

・県教委により、学校ＨＰの

システムが１月に切り替わ

ったため、新たにＨＰの簡

易マニュアルを作成してい

る。 

信頼できる教員がい

る と 答 え る 生 徒

(80％以上)  

校内でいじめや嫌が

らせを受けたことが

あると答える生徒

(０人) 

入学させて良かった

保護者満足度(85%) 

・信頼できる教員がい

ると答える生徒は

74.7％であった。 

・11 月末に実施した

安心安全アンケート

で「校内でいじめや嫌

がらせを受けたこと

がある」と答えた生徒

は 15名であった。（１

年３名、２年７名、３

年５名） 

・入学させて良かった

と答える保護者は

81.7％であった。 

Ｂ 

・生徒が多様化する中、個に

応じた指導を心掛け、相談

体制を充実させることで、

安心安全な学校づくりを目

指して行く。 

・15 名中「既に解決してい

る」と答えた生徒は７名。残

り８名は各ＨＲ担任が聞き

取り、対応した。今後も教職

員で連携し、生徒が安心し

て生活できる環境づくりを

進めていく。 
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学校運営協議会を活

用し今後の学校経営

に生かす。 

・学校運営協議会にお

いて、学校経営計画や

現在の学校における

課題等について、様々

な立場から多くの御

意見を聞くことがで

きた。 

Ａ 

・学校運営協議会で出され

た貴重な御意見を今後の学

校経営等に生かし、さらに

魅力ある御殿場高校を目指

して教育活動を行ってい

く。 

カ 

教職員の働き方

の適正化と同僚

性を構築する。 

勤務時間管理システ

ムを効果的に活用す

る。 

カリキュラム・マネ

ジメントの観点によ

る行事の精選 

週１回定時退庁日の

設定 

会議・研修の持ち方

を検討する。 

・毎月、勤務時間管理

システムへの入力を

呼びかけ、時間外勤務

時間の多い職員につ

いては、産業医へ報告

し指導助言を受けて

いる。 

・定期テスト期間や面

接週間を短縮し、保護

者地区会を廃止した。 

・毎週水曜日を定時退

庁日とし、呼びかけて

いる。 

・放課後に行われる会

議や研修については、

勤務時間内に終わる

よう内容を精選して

行った。 

Ｂ 

・自身の働き方や昨年との

比較をするために、勤務時

間管理システムはとても有

効であるため、今後も正し

い入力を呼びかけていく。 

・生徒数減少に伴い教員数

も毎年減っているため、安

全面等も考えながら学校行

事について検討が必要であ

る。 

・定時退庁日を意識するこ

とで、業務を計画的に進め

るよう呼びかけていく。 

・会議や研修における ICT

の効果的な活用について検

討する。 

 

 

(2) 令和７年度の取組目標・達成方法・成果目標（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

創造性を高め

るとともに、

深い学びにつ

ながる授業の

工夫とＩＣＴ

の活用を進め

る。 

校内外での授業研究会等を通して授業

力の向上を図る。 

年２回(３年は１回)実施される学びの基

礎診断(基礎力診断テスト)を効果的に活

用して、生徒の学力向上を図る。 

校内授業公開の実施(各自２回) 

 

入学時の学年平均数値よりも卒業時の平

均が上昇している状況を目標とする。 

保護者の学習指導満足度(80％) 

全教員 

主体的・対話的で深い学びを実現するた

めに日々の授業にグループ活動を取り入

れたり、プロジェクタ、タブレット、パ

ソコン等のＩＣＴ機器を効果的に活用し

たりする。 

授業がわかると答える生徒(85％以上) 

班やグループで活動するのは楽しいと

答える生徒(80％以上) 

全職員が生徒１人１台パソコンを活用

した授業を行う。 

全教員 
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授業で効果的にＩＣＴ機器が使われて

いると答える生徒(90%以上) 

専門学科に関する資格検定試験、各種コ

ンクール、競技会等への積極的な参加を

する。 

資格取得、各種コンクールへの挑戦(年

２回以上) 
３学科 

イ 

体験しながら

主体的に物事

を考える機会

を通して、豊か

な心や感性を

高める。 

外部講師等による講演等を実施する。 

人権、情報モラル、交通ルール・マナー、

芸術鑑賞教室、各学科の専門等に関する

講演をそれぞれ１回以上実施 

生徒課・

教務課・

情報研修

課・３学

科 

図書館の活用及び習慣的な読書によっ

て、読解力・思考力・表現力を高める。 

読書に積極的に取り組んでいると答える

生徒（80％以上） 
教務課 

部活動で週１回以上の継続的な活動をす

る。 

継続活動している生徒(90％以上) 

充実した部活動ができているという生

徒(80％以上) 

生徒課 

社会福祉施設等との交流体験で人権意識

の高揚を図る。 

施設等との交流の継続 

交流報告会等の実施(年１回以上) 
３学科 

生徒が自ら企画・運営する御高祭を実施

する。 

主体的に御高祭に参加できたと答える生

徒(90%以上) 
生徒課 

修学旅行の実施をとおして、見聞を広め、

豊かな感性を養う。 

充実した修学旅行であったと答える生徒

(95%以上) 
２年部 

ウ 

身体能力の向

上と教育相談

の充実を図る。 

体育的行事を通して、体力の向上を図る。 
クロスカントリー完走者(全員) 

新体力テスト(優良校) 
体育科 

生徒がヘルスリテラシーを身につけるた

めに、保健管理や保健指導、組織活動を通

じて健康管理・生活習慣・健康情報リテラ

シーの向上を図る。 

自分の体調（不調や課題）を把握し、Ｃ

ラーニングに入力することができる。 

健康診断の結果を健康維持や改善に役

立てることができる。 

（要受診者の受診率30%以上） 

年間欠席日数10日以内の生徒70%以上 

保健課 

教育相談体制の充実を図る。 

特別支援に関する教員の共通理解を深め

る。 

問題を抱える生徒に対する相談体制の充

実 
必要に応じて外部機関との連携を図る。 
特別支援教育に関する教職員研修を年

度始めに実施 

個別の指導計画に基づく情報共有の推

進 

道徳教育の推進 

保健課 

エ 

地域連携とキャ

リア教育を通し

て、生徒一人ひ

とりの特性と専

入学時からの計画的で継続的な指導で生

徒の適性を把握する。 

進路指導に満足していると答える生徒

(95％以上) 

進路先に満足していると答える生徒 

(95％以上) 

支援を要する生徒の進路指導に関する保

進路課 
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門性を生かした

進路指導の実

現及び政治的

教養への意識

の向上を図る。 

健課との連携の推進 

「服育」を基盤とする身だしなみ指導を

徹底する。 
チケット発行枚数(前年比５％減) 生徒課 

各科による社会人講座等の実施や地域連

携活動を進め、地域貢献の意識を高め、よ

りよい社会づくりに参画する。 

出前講座、公民館講座等の実施及び地域

行事への参加(各科５回以上) 
３学科 

地域の企業等と連携した教育活動の推進

(連携団体２か所以上) 

地域防災訓練参加率(70％以上) 

ふじのくにジュニア防災士 100％取得 
総務課 

創造探究(総合的な探究の時間)の積極的

な活用をすることにより、自らの人生を

より良いものにしようとする意識を高め

る。 

創造探究(総合的な探究の時間)をとおし

て自らの生き方や地域の課題について考

えることができたと答える生徒(80％以

上) 

教務課 

オ 

教職員、生徒、

保護者及び地

域の視点から、

信頼され、安心

できる教育環

境づくりを進

める。 

不祥事根絶を目的とした教職員一人ひと

りの心に刻み込まれる校内研修等を実施

する。 

体罰・不祥事などの服務事故発生(０

件) 
全職員 

交通安全ゼロメーターの設置など教職員

の安全意識を高め、交通事故０件とする。 

不適正経理根絶のための事務部チェッ

ク・確認体制の確立及び学校経営予算の

効果的な予算執行をする。 

監査・検査時の指示・指摘(０件) 

学校経営予算の執行残(0.5%) 

事務部 

既存施設設備の保全と学校全体の有効活

用を推進する。 

校内施設の危険個所や防火等に関する

安全点検を月１回以上 

備品現有確認(１学期中) 

文書整理・不用品処分(年３回) 

学校広報活動に積極的に取り組む。 

学校ＨＰ・ＳＮＳ更新(週３回以上) 

中学校との連携回数を増やす。 

保護者の広報・連絡等満足度(80%) 

情報研修

課 

全職員 

生徒、保護者及び地域に安心感を与える

学校づくりを進める。 

信頼できる教員がいると答える生徒 

(80％以上)  

校内でいじめや嫌がらせを受けたことが

あると答える生徒(０人)      

入学させて良かった保護者満足度(85%) 

全教員 

社会に開かれた教育課程の研究に取り組

む。 

学校運営協議会を活用し今後の学校経営

に生かす。 
全職員 

カ 

教職員の働き

方の適正化と

同僚性を構築

する。 

働き方改革を進め、適正なワークライフ

バランスを実現するとともに教職員が生

徒に向き合う時間を増加させる。 

勤務時間管理システムを効果的に活用

する。 

カリキュラム･マネジメントの観点に

よる行事の精選 

全職員 
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週１回定時退庁日の設定 

会議･研修の持ち方を検討する。 
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４ 監査対象期間における特色ある取組 

 令和６年度 

取 組 概 要 成 果 及 び 課 題 

スクール・ミッション及びスクール・ポリ

シーに基づく教育活動を推進し、専門学科

としての魅力を増進させる。 

各学科の特性を活かした地域連携の充実 

国立中央青少年交流の家との相互連携協定締結によ

る、課題研究の充実 

社会へ開かれた教育活動の一環として、広

報委員会を設置し、出前授業、ホームペー

ジ等により広報活動を充実させる。 

出前授業の内容とホームページの充実 

運営委員による中学校訪問、御高を知る会、御高Ｐ

Ｒ大使の実施 

ＳＮＳの発信強化 

新学習指導要領や高大接続改革を見据え、

カリキュラム・マネジメントを推進しなが

ら、観点別評価の研究を進める。 

観点別評価の実践、課題発見、改善 

教科横断型の視点の導入 

業務改善の推進 

キャリア教育や道徳教育を推進すること

で、生徒の生きる力育成へ向けた土台を構

築する。 

創造探究（総合的な探究の時間）の充実 

トークフォークダンスの実施 

生徒の内面に問いかける服育指導の推進 

生徒の健康管理の充実及び身体能力の向

上と、特別支援教育体制の再構築を推進す

る。 

クロスカントリー大会や新体力テスト等の体育的行

事を通しての体力の向上 

体育的行事における安全管理体制の充実 

個別の指導計画を策定し個に応じた指導体制の整備 

 
 令和７年度 

取 組 概 要 成 果 及 び 課 題 

スクール・ミッション及びスクール・ポリ

シーに基づく教育活動を推進し、専門学科

としての魅力を増進させる。 

各学科の特性を活かした地域連携の充実 

社会人講師による実践的・体験的活動の充実 

各種検定資格の取得、科を横断した授業選択 

社会へ開かれた教育活動の一環として、学

びを活かした地域貢献に取り組み、ホーム

ページ等により広報活動を充実させる。 

地域イベントへの積極的な参加 

運営委員による中学校訪問、御高を知る会、御高Ｐ

Ｒ大使の実施 

ホームページの充実、ＳＮＳの発信強化 

新学習指導要領や高大接続改革を見据え、

カリキュラム・マネジメントを推進しなが

ら、観点別評価の研究を進める。 

生徒１人１台ＰＣの効果的活用と授業改善の推進 

観点別評価の実践、課題発見、改善 

教科横断型の視点の導入 

キャリア教育や道徳教育を推進すること

で、生徒の生きる力育成へ向けた土台を構

築する。 

創造探究（総合的な探究の時間）の充実（アントレ

プレナーシップ教育、トークフォークダンスの実

施） 

生徒の内面に問いかける服育指導の推進 

生徒の健康管理の充実及び身体能力の向

上と、特別支援教育体制の再構築を推進す

る。 

クロスカントリー大会や新体力テスト等の体育的行

事を通しての体力の向上、安全管理体制の充実 

個別の指導計画を策定し個に応じた指導体制の整備 
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５ 教職員について 
 
   
（1） 令和６年度末異動状況                              （単位：人） 

職名 

 

 

 

 

 

 

区分 

本務職員 
会計年度任用職員等 

合 

計 

教育職員 行政職員 

校 

長 

副
校
長 

教 

頭 

教 

諭 

養
護
教
諭 

主
任
実
習
助
手 

小 

計 

事
務
長 

主 

査 

主 

任 

主 

事 

小 

計 

教 

諭 

主 
事 

外
国
語
指
導
講
師 

非
常
勤
講
師 

非
常
勤
嘱
託
員 

非
常
勤
労
務
職
員 

小 

計 

転出   １ ４   ５    １ １ １      １ 7 

退職    １   １      １   ４   ５ ６ 

転入   １ ４ １  ６      ２ １     ３ ９ 

新任    １   １         ２   ２ ３ 

役職 

定年 
                   ０ 

差引 

増減 
０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ △1 △1 ０ １ ０ △2 ０ ０ △1 △1 

 
 
（2） 現員数                                             （令和７年度５月 31日現在）（単位：人） 

  職名 

 

 

 

 

 

 

区分 

本務職員 
会計年度任用職員等 

合 
 

計 

教育職員 行政職員 

校 

長 

副
校
長 

教 

頭 

教 

諭 

養
護
教
諭 

主
任
実
習
助
手 

小 

計 

事
務
長 

主 

査 

主 

任 

主 

事 

小 

計 

教 

諭 

主 

事 

外
国
語
指
導
講
師 

非
常
勤
講
師 

非
常
勤
嘱
託
員 

非
常
勤
労
務
職
員 

小 

計 

現員 １ １ １ 31 ２ １ 37 １ １ １ １ ４ ２ １ １ ６ １ ３ 14 55 
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(3) 健康管理について 

（令和６年度） 

教職員には、ワークライフバランスの実現に向けて、日ごろからの声掛けと毎週水曜日の定時退

勤の呼びかけを行い、心身の健康保持に努めた。また、教職員の業務の多忙化や生徒・保護者への

対応等によるストレスから、メンタルヘルス不調も懸念されるため、産業医による面接指導の活用

を促し、管理職による声掛けを行った。 

生活習慣病健診等の受診状況を確認すると共に、要再検査の場合には速やかな受診を促し健康管

理の重要性の啓発を行った。 

職員安全衛生委員会を毎月開催し、職員室の安全確認や更衣室の片付け等を行い、より良い職場

環境を整えることができた。 

（令和７年度） 

 不祥事研修では、グループワークを取り入れることで事例等を自分事として捉え、不祥事根絶に

向けた意識向上はもとより、教職員間のコミュニケーション及びチームワークの円滑化を図る。 

定期健康診断受診後は、結果に応じた受診や治療を早期に行うよう促す。 

長期休業前は休暇や年休の積極的な取得を促し、毎週水曜日の定時退勤日には効率良く業務を進

めるよう、朝の打合せで呼び掛ける。また、教職員勤務時間管理システムを効果的に活用すること

で、時間外勤務時間数を把握し、業務改善に対する意識を高める。 

職員安全衛生委員会を毎月開催し、全教職員が毎日気持ち良く業務を行うことができるよう、職

場環境の改善を図る。 

 

(4） 教職員の研修について 

 ア 校内研修 

（令和６年度） 

授業改善・生徒指導 

目的 

授業や課外活動における実践報告や各種研修で学んだこと

を共有する活動を推進することで、職員が一丸となって生

徒指導や学習指導の専門性を高める。 

計画 

「学び合い高め合う職員集団の形成」を校内研修テーマと

して、多くの職員が積極的に研修に参加できる体制を整え

る。併せて相互授業参観を実施し、授業改善への意欲を高

める。 

実績 

（成果） 

５月、「特別支援教育の視点からの指導と支援」を演題と

した校内研修を開催し、「困り感」を持つ生徒の指導等に

ついて、共通理解を図ることができた。 

公開授業週間を６月と 11月に実施し、多くの教員が授業改

善に向けた意見交換を行った。 

 

評価・改善 

教科・学年・分掌等の枠を超えて、相互に知識を深めてい

く研修を行っていきたい。 
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人権教育 目的 豊かな心と多様な価値観をもつ人材の育成 

計画 

教職員は学校生活における生徒の姿を知り、特に問題を抱

えている生徒理解を通して生徒同士がお互いに関わり合う

指導を積極的に行う。 

実績 

（成果） 

６月から毎週水曜日と金曜日の昼休みに、校内相談室（本

校職員対応）を開設した。 

11月、全校生徒を対象に「思春期」をテーマとした、命の

大切さや性教育に関する人権講和を開催した。 

教職員は生徒を認め、身近な話題で言葉を投げかけながら、

学校生活における生徒への適切な支援を行っていく。 

評価・改善 

教職員対象の人権に関する研修等を行い、教職員の校内で

の声掛けやクラスの指導等で個々の生徒への自尊感情を意

識した指導を行っていく。 

教職員の不祥事根

絶（安心できる教育

環境づくり） 

目的 
生徒が安心・安全に学校生活を送ることができる教育環境

の構築と教職員の豊かな人間関係の構築 

計画 

従来の不祥事根絶の事例報告だけでなく、事例に基づく原

因や改善点について、グループワークを実施して教職員が

主体的に考えられる場を設ける。 

生徒、保護者及び地域の方から信頼され安心できる教育環

境づくりに努める。 

実績 

（成果） 

不祥事根絶に向けた全職員での研修を実施した。研修では

グループワークを取り入れることで、教職員の人間関係を

より深め、互いに声掛けをするなど、注意喚起しやすい職

場づくりを推進することができた。 

評価・改善 

不祥事の事例について、その原因や改善策について多面的

に考え、全教職員が不祥事について正しく理解し、生徒、

保護者及び地域の方から信頼される教育環境づくりを目指

す。 

 

（令和７年度）                       （令和７年６月 30日現在） 

授業改善・生徒指

導・特別支援教育 目的 

授業や課外活動における実践報告や各種研修で学んだこと

を共有する活動を推進することで、職員が一丸となって生

徒指導や学習指導の専門性を高める。 

計画 

「学び合い高め合う職員集団の形成」を校内研修テーマと

して、多くの職員が積極的に研修に参加できる体制を整え

る。併せて相互授業参観を実施し、授業改善への意欲を高

める。 

実績 

（成果） 

９月、「発達支持的な生徒指導の充実」をテーマとした校内

研修を開催予定。 

10月、スクールロイヤーによる校内研修を開催予定。 

公開授業週間を６月に実施した。11月にも実施予定。 

評価・改善 

授業や課外活動における実践報告や各種研修会で学んだこ

とを共有する場を設定し、教員の専門性をさらに高めてい

きたい。 
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人権教育 目的 豊かな心と多様な価値観をもつ人材の育成 

計画 

教職員は学校生活における生徒の姿を知り、特に問題を抱

えている生徒理解を通して生徒同士がお互いに関わり合う

指導を積極的に行っていく。 

実績 

（成果） 

昨年度から、毎週水曜日と金曜日の昼休みに、校内相談室

（本校職員対応）を開設している。 

６月、静岡県教職員互助組合主催による教育講演会『ゴル

ゴ松本「命の授業」』を開催した。命の大切さやよりよい人

生の考え方などについて、生徒の心に熱く響く内容であっ

た。 

評価・改善 

生徒と教職員が、相手の人権意識への視点に立ち、豊かな

心と多様な価値観をもつことができる研修等を継続的に行

っていく。 

教職員の不祥事根

絶（安心できる教

育環境づくり） 

目的 
生徒が安心・安全に学校生活を送ることができる教育環境

の構築と教職員の豊かな人間関係の構築 

計画 

（成果） 

不祥事を未然に防ぐための教職員研修を開催し、不祥事を

自分事として考えられるようグループワークを通して、他

の教員との情報共有、意見交換を図る。また、継続的な声掛

けやアンケート・教職員面談等による聞き取りを実施し、

不祥事に対して早期に対応できる体制を整える。 

実績 

（成果） 

コンプライアンス通信（県教育委員会）を活用した不祥事

根絶研修を定期的に実施する。 

６月までに、生徒指導に係る共通ルールや交通事犯、ハラ

スメント等に関する研修を４回実施した。 

評価・改善 

コンプライアンスに対する意識を常に高く持つために、研

修を継続的に実施し、不祥事を自分事として捉え、不祥事

が起きない、起こさせない職場環境づくりを目指していく。 

 

イ 校外研修 

内容 令和６年度（実績） 令和６年度（予定） 

教職初任研修 ２人 ０人 

教職２年研修 １人 ２人 

教職３年研修 １人 １人 

教職６年研修 １人 ０人 

教職７年研修 １人 １人 

教職８年研修 ２人 １人 

教職中堅研修（Ⅰ） ０人 １人 

教職中堅研修（Ⅱ） １人 ０人 

新規採用職員研修 ０人 ０人 

４年次職員研修 ０人 ０人 
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６ 防災対策について 

（令和６年度） 

目的 
南海トラフ巨大地震・大規模災害を想定した避難訓練等をとおして、災害時

の円滑な対応を身につけ、地域社会の一員として貢献する意識を育む。 

計画 

防災訓練を年２回実施し（５月、12月）、12月の地域防災訓練への生徒参

加率 70％、「ふじのくにジュニア防災士」取得率 100％以上を目指す。ま

た、資機材の格納場所を確認する。 

実績 

（成果） 

緊急地震速報を使った避難訓練を実施し、地区別集会を実施した。 

１年生「創造探究」（総合的な探究の時間）では、防災（地震等）について

学習し、「ふじのくにジュニア防災士」の取得率は 98.2％であった。 

地域防災訓練参加率は、インフルエンザの流行や人数制限がされた地域も

あり、54.7％であった。 

評価・改善 

危機管理マニュアルに「不審者への対応」と「熱中症への対応」を追加し

た。 

引き続き、文部科学省「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直し

ガイドライン」等を参考に、改善していく。 

地域防災訓練については、地域との連携を図りながら訓練参加を呼び掛け

ていく。 

 

（令和７年度）                        （令和７年６月 30日現在） 

目的 
南海トラフ巨大地震・大規模災害を想定した避難訓練等をとおして、災害時

の円滑な対応を身につけ、地域社会の一員として貢献する意識を育む。 

計画 

防災訓練を年２回実施し（５月、12月）、12月の地域防災訓練では、生徒

参加率 70％を目指す。また、１年生「創造探究」（総合的な探究の時間）

では、防災教育を計画的に実施し、「ふじのくにジュニア防災士」の取得率

100％を目指す。 

危機管理マニュアルに「アナフィラキシー発症時の対応」や「食物アレルギ

ー」の項目を追加する。 

実績 

（成果） 

５月、緊急地震速報を使った避難訓練を実施し、地区別集会を行った。 

５～６月の「創造探究」では、１、２年生を対象とした防災講和（講師：県

東部地域局危機管理課）を開催し、１年生にはこの他に防災教育を３回実施

し、防災対応の基礎知識等について理解を深めることができた。 

評価・改善 
危機管理マニュアルについては、健康体育課の実地確認を通して、より実効

性のある内容に見直していく。 
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７ 学校開放について 

（令和６年度） 

施 設 名 利 用 種 目 開放日数 利用者数（延） 
利用者負担金 
（電気料） 

運 動 場 

硬式野球 10日    310人  0円 

軟式野球 10日    215人  11,749円 

ソフトボール 19日 284人 0円 

体 育 館 

バスケットボール 38日 723人 10,844円 

ハンドボール 103日 2,705人 16,344円 

剣道 36日 155人 5,567円 

計 216日 4,392人 39,675円 

  （令和７年度）                        （令和７年５月 31日現在） 

施 設 名 利 用 種 目 開放日数 利用者数（延） 
利用者負担金 
（電気料） 

運 動 場 

硬式野球 0日    0人  0円 

軟式野球 1日    25人  597円 

ソフトボール 6日 87人 5,376円 

体 育 館 

バスケットボール 5日 94人 715 

ハンドボール 12日 274人 1,716円 

剣道 3日 15人 429円 

計 27日 495人 8,833円 
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１ 教育基本法（第１条、第２条）

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第50条、第51条、第52条、第60条）

    学校教育法施行規則
    
   学校保健安全法（第５条）
    

静岡県立学校設置条例

静岡県立高等学校管理規則

静岡県立高等学校学則

   高等学校学習指導要領
    
   理科教育振興法（第11条）

    理科教育振興法施行令
   
    産業教育振興法（第18条）

産業教育振興法施行令

２ 学校教育法（第137条）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条）

静岡県立学校管理規則

教育公務員特例法（第21条、第22条）

いじめ防止対策推進法（第８条）

学校保健安全法（第15条、第27条）

静岡県立学校職員安全衛生管理規程

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱

学校図書館法（第３条、第４条）

静岡県教育委員会処務規程

高等学校等就学支援金の支給に関する法律

高等学校等就学支援金の支給に関する法律施行令

高等学校等就学支援金の支給に関する法律施行規則

高等学校等修学支援事業費補助金（奨学のための給付金）交付要綱　

静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例

静岡県立学校授業料等徴収規則

静岡県手数料徴収条例

静岡県高等学校等教育資金及び静岡県高等学校等奨学金貸与規則　

静岡県補助金等交付規則

県立学校行事キャンセル料支援事業費補助金交付要綱

静岡県情報公開条例施行規則

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第16条、第17条）

社会教育法（第43条、第45条、第47条、第48条）

事 務 執 行 の 根 拠 法 令 調

根　　　拠　　　法　　　令

　学校教育に関する
こと

　学校の管理・運営
に関すること

項　　　　　目
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               学校施設の概要 

 

 １ 面積及び所有区分 
                  （令和７年５月31日現在） 

 

区  分 

 
 

 

 面   積 

 
     ㎡ 

所    有    内    訳 

 

 摘  要 
 

 

 県  有 
    ㎡ 

 

 国  有 
    ㎡ 

 

 市町村有 
    ㎡ 

 

 後援会有 
    ㎡ 

 

 民  有 
    ㎡ 

 

 学 校 敷 地 
 

 

47,968.90 
 

 

45,254.16 
 

 

 
 

 

220.00 
 

 

690.00 
 

 

1,804.74 
 

 

 
 

 

 内 

 

 
 訳 

 
 

 

 校舎敷地 
 

 

20,233.86 
 

 

19,543.86 
 

 

 
 

 

 

 

690.00 
 

 

 
 

 

 
 

 

 運動場敷地 
 

25,496.85 
 

 

24,443.11 
 

 

 
 

 

110.00 
 

 

 
 

 

943.74 
 

 

 
 

 

 そ の 他 

の 敷 地 

 

2,238.19 
 

 

1,267.19 
 

 

 
 

 

110.00 
 

 

 
 

 

861.00 
 

 

 
 

 

 校     舎 
 

 

 建2,873.84 

 延9,014.44 
 

 

2,873.84 

9,014.44 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 体  育  館 
 

 

 建2,121.55 

 延2,260.67 
 

 

2,121.55 

2,260.67 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 武  道  場 
 

 

 建 617.40 

 延 567.00 

 

617.40 

567.00 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 その他の建物 
 

 

 建1,077.63 

 延1,069.06 

 

1,077.63 

1,069.06 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 生  活  館 
 

 

 建  221.94 

 延  593.20 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

   221.94 

   593.20 
 

 

 
 

 

 
 

 

 プ  －  ル 

 

    １個 
 

 

   １個 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

25m 7ｺｰｽ 
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 ２ 配置・規模等 

  (1) 校舎等の配置図 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 (2) 学校施設の規模等（法面・演習林等を除く） 

区 分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積 

当 校 47,968.90㎡ 9,014.44㎡ 25,496.85㎡ 

県平均 45,574.48㎡ 9,782.41㎡ 22,506.84㎡ 
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定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計

40 42 0 42 40 19 23 42 40 3 30 33 120 64 53 117

増加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減少 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42 0 42 19 23 42 3 30 33 64 53 117

40 41 0 41 40 21 20 41 40 3 28 31 120 65 48 113

増加 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1

減少 2 0 2 0 0 0 0 2 2 2 2 4

40 0 40 21 20 41 3 26 29 64 46 110

増加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減少 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 0 40 21 20 41 3 26 29 64 46 110

40 40 1 41 40 22 19 41 40 8 32 40 120 70 52 122

増加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減少 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

40 1 41 21 19 40 8 32 40 69 52 121

増加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減少 3 0 3 2 0 2 0 1 1 5 1 6

37 1 38 19 19 38 8 31 39 64 51 115

増加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減少 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37 1 38 19 19 38 8 31 39 64 51 115

120 119 1 120 120 59 62 121 120 14 87 101 360 192 150 342

現 在

３年

入 学 者

２年

入 学 者

現 在

２年時当初

３年時当初

合計

生活創造デザイン科

１年

入 学 者

現 在

合 計

区 分

２年時当初

在 籍 生 徒 調

（令和７年５月31日現在）

学年
学 科 別 創 造 工 学 科 創造ビジネス科
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創造
  工学

創造
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

生活創造

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
計

創造
  工学

創造
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

生活創造

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
計

創造
  工学

創造
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

生活創造

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
計

創造
  工学

創造
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

生活創造

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
計

創造
  工学

創造
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

生活創造

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
計

80 40 40 160 80 40 40 160 40 40 40 120 40 40 40 120 40 40 40 120

80 40 40 160 80 40 40 160 40 40 40 120 40 40 40 120 40 40 40 120

男 78 13 0 91 37 19 0 56 54 30 7 91 42 23 2 67 47 23 2 72

女 2 28 34 64 1 22 24 47 1 25 32 58 0 20 28 48 0 26 27(1) 53(1)

計（C) 80 41 34 155 38 41 24 103 55 55 39 149 42 43 30 115 47 49 29(1) 125(1)

男 78 13 0 91 37 19 0 56 53 28 7 88 42 23 2 67 47 22 2 71

女 2 28 34 64 1 22 24 47 1 26 32 59 0 20 28 48 0 26 27(1) 53(1)

計（D) 80 41 34 155 38 41 24 103 54 54 39 147 42 43 30 115 47 48 29(1) 124(1)

男 78 13 0 91 37 19 0 56 40 22 8 70 41 21 3 65 42 19 3 64

女 2 28 34 64 1 22 24 47 1 19 32 52 0 20 28 48 0 23 29(1) 52(1)

計（E) 80 41 34 155 38 41 24 103 41 41 40 122 41 41 31 113 42 42 32(1) 116(1)

1.00 1.03 0.85 0.97 0.48 1.03 0.60 0.64 1.38 1.38 0.98 1.24 1.05 1.08 0.75 0.96 1.18 1.23 0.73 1.04

1.00 1.03 0.85 0.97 0.48 1.03 0.60 0.64 1.35 1.35 0.98 1.23 1.05 1.08 0.75 0.96 1.18 1.20 0.73 1.03

男 78 13 0 91 37 19 0 56 40 22 8 70 41 21 3 65 42 19 3 64

女 2 28 34 64 1 22 24 47 1 19 32 52 0 20 28 48 0 23 29(1) 52(1)

計（F) 80 41 34 155 38 41 24 103 41 41 40 122 41 41 31 113 42 42 32(1) 116(1)

1.00 1.03 0.85 0.97 0.48 1.03 0.60 0.64 1.03 1.03 1.00 1.02 1.03 1.03 0.78 0.94 1.05 1.05 0.80 0.97

志 願 倍 率 (C)/(B)

受 検 倍 率 (D)/(B)

入 学 者 数

充足率（F)/(A)

生　徒　定　員 （A)

募　集　者　数 （B)

志 願 者 数

受 検 者 数

合 格 者 数

学　　　科　　　別
全　日　制 全　日　制 全　日　制 全　日　制 全　日　制

入学志願者及び入学者数調

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
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１　進路状況

(計)

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度

79 78 38 60 40 40 37 32 22 176 150 100

(29) (23) (6) (31) (16) (21) (26) (19) (15) (86) (58) (42)

大学・短大 14 12 2 13 11 10 13 4 4 40 27 16

専修・各種
学 校 等

15 11 4 18 5 11 13 15 11 46 31 26

小 計 29 23 6 31 16 21 26 19 15 86 58 42

48 53 31 28 24 18 10 13 5 86 90 54

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 1 1 0 1 1 0 2 4 2 4

79 78 38 60 40 40 37 32 22 176 150 100

２　求人状況（全日制のみ）

卒 業 生 の 動 向 調

(高等学校用)

学 科 別 創 造 工 学 科 創造ビジネス科 生活創造デザイン科

年 度

卒業生徒数

内

訳

(進学志願者)

進
学
者

就 職 者

自 営 者

進学準備者

そ の 他

求 人 数 211 199 197

合 計

区 分 ４年度 ５年度 ６年度

求 人 倍 率 2.5 2.2 3.6

就 職 希 望 者 数 86 90 54
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３　資格取得状況

　　*は国家資格 （令和６年度）

学 科 別 創造工学科 創造ビジネス科 生活総合デザイン科 （計）

卒業生徒数 38 40 22 100

基礎製図検定　 15 15

計算技術検定　３級（１年次取得） 35 35

　　　 〃 　　２級 2 2

情報技術検定　３級 32 32

＊第２種電気工事士 10 10

＊低圧電気取扱業務特別教育 18 18

＊ガス溶接技能講習 36 36

＊フォークリフト技能講習 34 34

＊ボイラー取扱技能講習(小規模ボイラー) 36 36

＊アーク溶接特別教育 34 34

＊自由研削といし特別教育 34 34

＊高所作業車運転特別教育 35 35

全商ビジネス文書実務検　１級 13 13

　　　〃　　　　　　　　２級 1 27 28

　　　〃　　　　　　　　３級 1 3 10 14

全商簿記検定　 １級　 3 3

　　  〃　　　 　会計　 3 3

　　  〃　　　 　原価計算　 5 5

　　　〃　　 　２級　 6 6

　　　〃　　 　３級　 33 4 37

全商情報処理検定　１級プログラミング部門 1 1

全商情報処理検定　１級ビジネス情報部門 8 8

　　　　〃　　　　２級ビジネス情報部門 32 32

　　　　〃　　　  ３級 1 38 39

全商商業経済検定  １級 6 6

　　　　〃　 　　 ２級 4 4

　　　　〃　 　　 ３級 34 4 38

全商ビジネス計算検定 １級 14 14

　　　　〃　       ２級 30 30

　　　　〃　       ３級 35 3 38

日商簿記検定　２級 0

日商簿記検定　３級 1 1

被服技術検定　１級（和） 0

　　 〃　　 　２級（洋） 20 20

　　 〃　　 　３級 22 22

食物調理技術検定　１級 18 18

　　　 〃 　　　　２級 22 22

　　　 〃 　　　　３級 22 22
保育技術検定     ２級 0
保育技術検定     ３級 20 20
(公社)色彩検定協会　色彩検定２級 2 2
(公社)色彩検定協会　色彩検定３級 2 2
日本カラーコーディネーター協会ライフカラー検定2級 1 1
日本カラーコーディネーター協会パーソナルカラー検定2級 1 1
サービス接遇実務検定3級 0

合　　　　　　計 324 296 151 771
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１　生徒の出身地域及び通学方法

　(1) 出身地 総務課長

(令和７年５月31日現在）（単位：人）

　(2) 通学方法 総務課長

(令和７年５月31日現在）（単位：人）

合　計

342

100%

２　部（クラブ）の加入状況 生徒課長

(令和７年５月31日現在）（単位：人）

合　計　（Ａ＋Ｂ） 165 176 1 342

構成比 48.2 51.5 0.3 100

計（Ｂ） 44 106 0 150

構成比 29.3 70.7 0.0 100

46

３　年 17 34 0 51女子

１　年 18 35 0 53

２　年 9 37 0

計（Ａ） 121 70 1 192

構成比 63.0 36.5 0.5 100

64

３　年 42 22 0 64男子

１　年 46 17 1 64

２　年 33 31 0

区　　　　　分 運動部 文化部 未加入者 計

部（クラブ）数 8 5 13

構成比％ 20.4% 43.0% 4.7% 19.6% 12.3%

生 徒 数 70 147 16 67 42

区   分 徒歩 自転車 バス 電車 その他

構成比％ 76.3% 13.7% 8.8% 1.2% 100%

生 徒 数 261 47 30 4 342

生 徒 の 状 況

市町名 御殿場市 小山町 裾野市 その他 合　計
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(令和６年度）

期 月

納期後 収　入

別 別 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 収納率 収納額 未済額

人 円 人 円 人 円 人 円 円 ％ 円 円

A.期首収納権利発生額＝1,128,600円

　(1年15人×9,900円×3月

   2年13人×9,900円×3月

15 445,500 13 386,100 10 297,000 38 1,128,600 1,128,600 100.0 0 0    3年10人×9,900円×3月）

B.収納権利増減額＝0円

15 445,500 13 386,100 10 297,000 38 1,128,600 1,128,600 100.0 0 0 C.収納必要額A（±）B＝1,128,600円

A.期首収納権利発生額＝2,227,500円

　(1年20人×9,900円×5月

   2年13人×9,900円×5月

   3年12人×9,900円×5月）

20 990,000 13 643,500 12 594,000 45 2,227,500 2,227,500 100.0 0 0

B.収納権利増減(▲1)額＝9,900円

▲ 1 ▲ 9,900 ▲ 1 ▲ 9,900 ▲ 9,900 (内訳)　10月31日:2年:転学▲１

20 990,000 12 633,600 12 594,000 44 2,217,600 2,217,600 100.0 0 0 C.収納必要額A（±）B＝2,217,600円

A.期首収納権利発生額＝1,742,400円
　(1年21人×9,900円×4月

   2年11人×9,900円×4月

21 831,600 11 435,600 12 475,200 44 1,742,400 1,663,200 95.5 79,200    3年12人×9,900円×4月）

▲ 1 ▲ 9,900 ▲ 1 ▲ 9,900 69,300 0 B.収納権利増減(▲1)額＝9,900円

3
(内訳)　2月6日:1年:退学▲1

20 821,700 11 435,600 12 475,200 43 1,732,500 1,663,200 96.0 69,300 0 C.収納必要額A（±）B＝1,732,500円

55 2,257,200 36 1,455,300 34 1,366,200 125 5,078,700 5,009,400 98.6 69,300 0

令和７年度　　令和７年５月31日現在　該当なし

D.収納必要額＝5,078,700円

12

1

2

計

三
期

合計

一
期

4～6

7

8

計

二
期

７～9

10

11

計

異　動　者　等　の　状　況１　年 ２　年 ３　年 計 納期内収納額

授業料収納状況調

（全日制）

調　定　の　状　況 収　納　の　状　況
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            県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調 

 

区   分 
   令和６年度 

令和７年度 

(令和７年５月31日現在) 

件  数 件  数 

入学検定料 128件 ０件 
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残高
（円）

0

0

0

預金種類

御殿場高等学校　資金前渡者
西川　勝啓

金融機関名

スルガ銀行御殿場駅支店

口座名義人 摘　　要

公共料金・社会保
険料支払等

無利息型
普通預金

スルガ銀行御殿場駅支店

口座番号

□□□□

無利息型
普通預金

□□□□

自振口.御殿場高等学校 資金前渡者
御殿場高等学校　西川　勝啓

(令和７年５月31日現在）

給与法定外控除等

残　高　合　計

預　　　金　　　調
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郵 券 等 受 払 調 

                                                           （令和７年５月31日現在） 

 

                                                                （ 単位：枚、円） 

区  分 種  類 

令 和 ６ 年 度 令 和 ７ 年 度 

摘 要 繰  越 受  入 払  出 繰  越 受  入 払  出 差引現在高 

枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 

郵  券 

20円券 0 0 1 20 0 0 1 20 0 0 1 20 0 0 

文書発送 

22円券 0 0 1 22 1 22 0 0 0 0 0 0 0 0 

26円券 0 0 5 130 3 78 2 52 0 0 0 0 2 52 

63円券 1 63 0 0 1 63 0 0 0 0 0 0 0 0 

84円券 6 504 0 0 4 336 2 168 0 0 0 0 2 168 

85円券 0 0 38 3,230 38 3,230 0 0 0 0 0 0 0 0 

110円券 0 0 1 110 1 110 0 0 0 0 0 0 0 0 

120円券 4 480 0 0 3 360 1 120 0 0 1 120 0 0 

180円券 0 0 1 180 0 0 1 180 0 0 0 0 1 180 

計   1,047  3,692  4,199  540  0  140  400  
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左のうち、令和5年
度からの繰越額分

一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 3,501,303

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 3,418,718

一般会計 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 702,372

計 5,607,855 7,622,393 0

一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 6,906,900

計 847,000 6,906,900 0

計 0 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 280,500

計 477,400 280,500 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 34,325,000

計 39,522,800 34,325,000 0

計 0 0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会　計 款

(14)
工事請負費

項 目

執　行　済　額　　（円）

(17）
備品購入費

(18）
負担金､補助
及び交付金

(21)
補償、補填
及び賠償金

令和５年度 令和６年度

(12)
委託料

(16)
公有財産
購入費
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一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 165,000 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 76,560 0

一般会計 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 0 0

計 241,560 0

計 0 0

計 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 0

一般会計 教育費 学校教育費 高校教育費 0

計 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 4,000 0

計 4,000 0

計 0 0

(17）
備品購入費

(18）
負担金､補助
及び交付金

(21)
補償、補填
及び賠償金

(14)
工事請負費

(16)
公有財産
購入費

執　行　済　額　　（円）
うち、令和６年度からの繰越額分

(12)
委託料

（令和７年５月31日現在）

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会　計 款 項 目
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契約

変  更 締結

増減額 方法

(事務関係) 円 円 円 円 円

(4,247,100)

自R1.10.1

至R6.9.30

R6.5.31
R6.6.28
R6.7.31
R6.8.30
R6.9.30
R6.10.31

104,610
104,610
104,610
104,610
104,610
104,613

(小計） 627,663

自R6.10.1

至R11.9.30

R6.11.29
R6.12.26
R7.1.31
R7.2.28
R7.3.31
R7.4.30

 
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000

(小計） 990,000

自R6.4.1

至R7.3.31

R6.11.29
R7.3.31

2,696,001
1,797,851

(小計） 4,493,852

自R6.4.1

至R7.3.31

R6.6.28
R6.9.25
R6.11.29
R6.12.26
R7.2.28
R7.4.30

125,400
125,400
207,900
125,400
125,400
125,400

(小計） 834,900

自R6.4.10

至R7.3.31

R6.5.31
R6.6.28
R6.7.31
R6.8.30
R6.9.30
R6.10.31
R6.11.29
R6.12.26
R7.1.31
R7.2.28
R7.3.31
R7.4.30

52,360
4,840

37,620
29,370
4,840
4,840

29,370
4,840
4,840

29,370
4,840
4,840

(小計） 211,970

自R6.4.1

至R7.3.31

R6.5.31
R6.6.28
R6.7.31
R6.8.30
R6.9.30
R6.10.31
R6.11.29
R6.12.26
R7.1.31
R7.2.28
R7.3.31
R7.4.30

9,350
9.350
9,350
9.350

94,050
9.350
9,350
9.350

67,602
22.502
22,502
22.502

(小計） 294,608

自R6.4.16

至R7.3.31
R6.11.5 84,700

(小計） 84,700

自R6.10.16

至R7.3.31
R7.4.8 84,700

(小計） 84,700

事務関係計 8件 31,071,634 20,571,122 208,371 20,779,493 7,622,393

合計 8件 31,071,634 20,571,122 208,371 20,779,493 7,622,393

自R6.4.5

至R7.3.31

自R6.4.11

至R6.11.30

自R6.8.20

至R6.12.20

計 3件 1,005,180 0 1,005,180

随契
産業廃棄物の収
集・運搬及び処分

随契1号（少額）
単価契約

8

産業廃棄
物収集・
運搬及び
処分業務

富士総業（株） 84,700 84,700 0 84,700

84,700 随契
産業廃棄物の収
集・運搬及び処分

随契1号（少額）
単価契約

52,608 294,608 随契
専用水道施設の点
検及び清掃

随契1号（少額）

7

産業廃棄
物収集・
運搬及び
処分業務

富士総業（株） 84,700 84,700

0

0

211,970 随契 飲料水の水質検査 随契1号（少額）

6
水道施設
維持管理
業務

（株）カンザイ 253,000 242,000

0 834,900 随契

電気工作物の点検
及び工事、維持に
係る測定、試験、
指示、助言

随契1号（少額）
小山

5
水質検査
業務

芝浦セムテック
（株）

238,700 211,970

0 4,493,852 一般
消防用設備及び防
火設備の保守点検

御殿場南
小山
裾野
御殿場特別支援

4

自家用電
気工作物
保安管理
業務

杉山電気管理事務
所

834,900 834,900

0 9,900,000 一般
警報器機等による
建物の常時監視及
び出動

R6長期
御殿場南
小山
裾野
御殿場特別支援
御殿場特別支援
小山分校

3
消防用設
備等保守
点検業務

伊豆防災機器
（株）

4,493,852 4,493,852

金　額
委託業務
の 内 容

摘 要
当初額 計

2 警備業務 セコム（株） 18,334,800 9,900,000

委　託　料　に　関　す　る　調
(令和６年度）

整理
番号

委  託
業務名

受　 託　 者
当    初
設計金額

契　約　金　額

契  約
期  間

支  出
年月日

参考
1

可燃物収
集運搬処
分業務

（株）東海衛生

収集・運搬料
単価
1回　935円
処分手数料単
価
1kg　8円

0

収集・運搬料
単価
1回　935円
処分手数料単
価
1kg　8円

小山高校外3校の可
燃物の収集・運搬
及び処分

小山高校

参考
2

プール浄
化装置設
備点検業
務

三友水処理（株） 196,680 0 196,680

沼津西高校外11校
の機器（動力盤を
含む）並びに配管
の点検等

沼津西高校

参考
3

建築基準
法第12条
に基づく
定期点検
業務

（有）コーセイ産業 808,500 0 808,500

御殿場南高校外4校
の建築基準法第12
条に基づく建物及
び建築設備の定期
点検

御殿場南高校

4,874,763 一般
警報器機等による
建物の常時監視及
び出動

R1長期
御殿場南
小山
裾野
御殿場特別支援
御殿場特別支援
小山分校

1 警備業務 セコム（株） 6,746,982 4,719,000 155,763
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契約

変  更 締結

増減額 方法

(事務関係) 円 円 円 円 円

(990,000)

自R6.10.1

至R11.9.30

R7. 5.30 165,000

(小計） 165,000

自R7.4.1

至R8.3.31

(小計） 0

自R7.4.1

至R8.3.31

(小計） 0

自R7.4.10

至R8.3.31

R7. 5.30 52,360

(小計） 52,360

自R7.4.1

至R8.3.31

R7.5.30 24,200

(小計） 24,200

自R7.4.14

至R8.3.31

(小計） 0

自R7.5.1

至R7.8.31

(小計） 0

事務関係
計

7件 24,545,686 16,064,356 0 16,064,356 241,560

合 計 7件 24,545,686 16,064,356 0 16,064,356 241,560

自R7.4.4

至R8.3.31

自R7.4.11

至R7.11.28

計 2件 183,700 0 183,700

随契
産業廃棄物の収
集・運搬及び処分

随契1号（少額）
単価契約

385,000 随契
専用水道施設の点
検及び清掃

随契1号（少額）

6

産業廃棄
物収集・
運搬及び
処分業務

富士総業（株） 86,900 86,900 0

随契1号（少額）

5
水道施設
維持管理
業務

（株）カンザイ 400,400 385,000 0

4
水質検査
業務

芝浦セムテック
（株）

243,100 211,970 0

御殿場南
小山
裾野
御殿場特別支援

3

自家用電
気工作物
保安管理
業務

杉山電気管理事務所 834,900 834,900 0

4,579,652 0 4,579,652 一般
消防用設備及び防
火設備の保守点検

211,970 随契 飲料水の水質検査

86,900

沼津西高校

小山高校外3校の
可燃物の収集・運
搬及び処分

0 183,700

小山高校

沼津西高校外10校
の機器（動力盤を
含む）並びに配管
の点検等

0

収集・運搬料
単価
1回　1,210円
処分手数料単
価
1kg　8円

参考
2

プール浄
化装置設
備点検業
務

三友水処理
（株）

183,700

834,900 随契

電気工作物の点検
及び工事、維持に
係る測定、試験、
指示、助言

随契1号（少額）
小山

参考
1

可燃物収
集運搬処
分業務

富士総業（株）

収集・運搬料
単価
1回　1,210円
処分手数料単
価
1kg　8円

2
消防用設
備等保守
点検業務

伊豆防災機器
（株）

4,579,652

委託業務
の 内 容

0 9,900,000 一般
警報器機等による
建物の常時監視及
び出動

1

摘 要
当初額 計

警備業務 セコム（株） 18,334,800 9,900,000

金　額

R6長期
御殿場南
小山
裾野
御殿場特別支援
御殿場特別支援
小山分校

委　託　料　に　関　す　る　調
(令和７年度）

(令和７年５月31日現在）

整理
番号

委  託
業務名

受　 託　 者
当    初
設計金額

契　約　金　額

契  約
期  間

支  出
年月日

65,934 随契
廃蛍光灯・廃乾電
池収集・運搬及び
処分

随契1号（少額）
単価契約

産業廃棄
物収集・
運搬及び
処分業務

7 （株）ホクセイ 65,934 65,934 0

43



 

 

負担金支出調 

                              

                                       （令和６年度） 

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日 

 

１ 

 

令和６年度全国

高等学校長協会

第76回総会・研

究協議会参加費 

 

全国高等学校長

協会 

 

開催要項による 

 

令和６年度全国

高等学校長協会

第76回総会・研

究協議会 

  円 

      4,000 

 

R6. 4. 30 

２ 令和６年度東海

地区工業高等学

校長教育研究会

総会・研究協議

会参加費 

東海地区工業高

等学校長教育研

究会 

開催要項による 令和６年度東海

地区工業高等学

校長教育研究会

総会・研究協議

会 

 

   2,000 

 

R6. 6. 28 

３ 第68回全国高等

学校家庭科実践

研究会群馬大会

参加費 

全国高等学校長

協会家庭部会 

開催要項による 第68回全国高等

学校家庭科実践

研究会群馬大会 

 

  4,000  

 

R6. 6. 28 

４ 令和６年度東海

四県高等学校長

生徒指導連絡協

議会参加費 

東海四県高等学

校長生徒指導連

絡協議会 

開催要項による 令和６年度東海

四県高等学校長

生徒指導連絡協

議会 

 

  2,000 

 

R6. 7. 10 

５ 高等学校等就学

支援金 

全日制高等学校

授業料（第１期

296名分） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

8,791,200 R6. 7. 31 

６ 令和６年度全国

工業高等学校長

協会第72回研究

協議会三重大会

参加費 

公益社団法人全

国工業高等学校

長協会 

開催要項による 令和６年度全国

工業高等学校長

協会第72回研究

協議会三重大会 

  6,000 R6. 8. 7 

７ 第12回全国高等

学校保育教育研

究大会参加費 

全国高等学校長

協会家庭部会 

開催要項による 第12回全国高等

学校保育教育研

究大会 

  3,500 R6. 9. 27 

８ 高等学校等就学

支援金 

全日制高等学校

授業料（第２期

288名分） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

14,236,200 R6.10. 31 

44



９ 

 

高等学校等就学

支援金 

全日制高等学校

授業料（第２期

１月×１名分） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

授業料に充当す

る就学支援金の

戻入（転学者） 

△9,900 R6.11. 15 

10 高等学校等就学

支援金 

全日制高等学校

授業料（第３期

285名分） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

11,286,000 R7. 1. 31 

計     10件   34,325,000  
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様式第１３号 

 

負担金支出調 

                              

                                       （令和７年度） 

                                  （令和７年５月31日現在） 

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日 

 

１ 

 

令和７年度全国

高等学校長協会

第77回総会・研

究協議会参加費 

 

全国高等学校長

協会 

 

開催要項による 

 

令和７年度全国

高等学校長協会

第77回総会・研

究協議会 

      円 

      4,000 

 

R7. 4.30 

計     １件   4,000  
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　　　　　　　築　　　　　　　工

円 円 円 円 円

合　　計 ２ 件 6,930,000 6,906,900 0 6,906,900 6,906,900

合　　計 1 件 70,334,000 68,200,000 2,981,000 71,181,000 71,181,000

円 円 円 円 円

合　　計 0 件 0 0 0 0 0

生徒用トイレ床乾式化 －
令達R6.12.10
支払R7.4.28

0 5,918,000 指名 ㈱オサコー建設
R7.1.14
R7.3.25

5,918,0002 教育管理費

令和６年度
静岡県立御殿場
高等学校本館西
側及び中央トイ
レ床改修工事

御殿場市
御殿場
地内

5,940,000 5,918,000

0 988,900 随契 ㈱渡辺工事部
R7.1.6
R7.3.25

988,9001 教育管理費

令和６年度
静岡県立御殿場
高等学校保健室
空調機更新工事

御殿場市
御殿場
地内

990,000 988,900

（令和６年度）

整理
番号

予算科目 工事名 工事箇所
当　　初
設計金額

着 手
完 成 ( 予
定 )
年 月 日

計

契約金 額 契約
締結
方法

建 築 工 　　　　　　事　　　　　　調

摘　要

保健室空調機更新 済
随契1号(少額)
令達R6.12.10
支払R7.4.28

受注者 支出済額
公有
財産
台帳

工事概要

計

当初額 変更増減額

契約
締結
方法

予算科目

該当なし

摘　要
公有
財産
台帳

工事概要支出済額

着 手
完 成 ( 予
定 )
年 月 日

受注者
整理
番号

額契約金

（令和７年５月31日現在）

（令和７年度）

変更増減額当初額

当　　初
設計金額

工事箇所工事名

参考
１

教育管理費

令和６年度
御殿場高等学校
バックネット設
置工事

御殿場市
御殿場
地内

70,334,000 68,200,000
野球場バックネット
既存撤去・新設 済

交通基盤部
沼津土木事務所

2,981,000 71,181,000 一般 ㈱山室組
R6.7.19
R7.2.19

71,181,000
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区　分 数量又 数量又 数量又 数量又

は面積 台帳価格 は面積 台帳価格 は面積 台帳価格 は面積 台帳価格

千円 千円 千円 千円

行政財産 1,612,305 71,033 15,501 1,667,837

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

土　地 45,125.46 1,385,996 45,125.46 1,385,996

本 本 本 本

立木竹 222 3,952 222 3,952

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

6,690.42 6,690.42

建　物 12,911.17 116,146 10,015 12,911.17 106,131

個 個 個 個

工作物 103 106,211 4 71,033 2 5,486 105 171,758

普通財産 0 0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

土　地 0.00 0 0.00 0

本 本 本 本

立木竹 0 0 0 0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

0.00 0.00

建　物 0.00 0 0.00 0

個 個 個 個

工作物 0 0 0 0

公有財産に

準ずるもの 161 161

電話加入権 5 161 5 161

令和６年３月31日現在 増 減 令和７年３月31日現在

摘　要

公   　有   　財   　産   　調

　　　　　　　　　　（令和６年度）
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区　分 数量又 数量又 数量又 数量又

は面積 台帳価格 は面積 台帳価格 は面積 台帳価格 は面積 台帳価格

千円 千円 千円 千円

行政財産 1,667,837   1,667,837

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

土　地 45,125.46 1,385,996 45,125.46 1,385,996

本 本 本 本

立木竹 222 3,952 222 3,952

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

6,690.42 6,690.42

建　物 12,911.17 106,131 12,911.17 106,131

個 個 個 個

工作物 105 171,758 105 171,758

普通財産 0 0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

土　地 0.00 0 0.00 0

本 本 本 本

立木竹 0 0 0 0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

0.00 0.00

建　物 0.00 0 0.00 0

個 個 個 個

工作物 0 0 0 0

公有財産に

準ずるもの 161 161

電話加入権 5 161 5 161

令和７年３月31日現在 増 減 令和７年５月31日現在

摘　要

公   　有   　財   　産   　調

　　　　　　　　　　（令和７年度）

　　　　　　　　　　（令和７年５月31日現在）
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借地借家等調 

 

（令和７年５月31日現在） 

整理 

番号 区 分 種 別 

 

所在地 

 

地目 
数量又 

は面積 

借料 
契 約 

期 間 

所有者又 

は契約者 

氏  名 

用 途 
台 帳 現 況 単 価 年 額 

１ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

240 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

 ㎡ 

 591.00 

 円 

 

円 

無償 

R5.4.1 

～ 

R10.3.31 

(一財)静岡

県立御殿場

高等学校教

育振興会理

事長 

 

建 物 

敷 地 

 

２ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

237-1 

学校 

敷地 

学校 

敷地 
110.00  無償 

R5.4.1 

～ 

R8.3.31 

御殿場市長 
学 校 

敷 地 

３ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

西田中 

294-1 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

 

861.00 

 

   440 

 

378,840 

R7.4.1 

～ 

R10.3.31 

 

個人 

 

学 校 

敷 地 

４ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

西田中 

293 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

    

99.00 
 無償 

R5.4.1 

～

R10.3.31 

(一財)静岡

県立御殿場

高等学校教

育振興会理

事長 

学 校 

敷 地 

５ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

238 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

 

272.80 

 

   440 

 

120,032 

R7.4.1 

～ 

R10.3.31 

 

個人 

 

学 校 

敷 地 

６ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

239-1 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

 

670.94 

 

   440 

 

295,213 

R7.4.1 

～ 

R10.3.31 

 

個人 

 

学 校 

敷 地 

７ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

256-5 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

 

110.00 

 

   440 

 

48,400 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

 

御殿場市長 

 

学 校 

敷 地 

８ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

192-1地

先 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

  

34.00 
 無償 

H29.4.1 

～ 

R9.3.31 

沼津土木事

務所長 

橋 梁 

敷 地 

９ 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

192-1地

先 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

  

52.70 
 無償 

H31.4.1 

～ 

R11.3.31 

沼津土木事

務所長 

橋 梁 

敷 地 
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整理 

番号 区 分 種 別 

 

所在地 

 

地目 
数量又 

は面積 

借料 
契 約 

期 間 

所有者又 

は契約者 

氏  名 

用 途 
台 帳 現 況 単 価 年 額 

10 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

241地先 

学校 

敷地 

学校 

敷地 
42.00  無償 

H31.4.1 

～ 

R11.3.31 

沼津土木事

務所長 

橋 梁 

敷 地 

11 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

192-1地

先 

学校 

敷地 

学校 

敷地 
4.00  無償 

H30.4.1 

～ 

R10.3.31 

沼津土木事

務所長 

配水管 

敷 地 

12 土 地 
学校 

敷地 

御殿場市 

御殿場 

241地先 

学校 

敷地 

学校 

敷地 
1.50  無償 

H30.4.1 

～ 

R10.3.31 

沼津土木事

務所長 

Ｕ字側 

溝敷地 

13 建 物 
事務 

所建 

御殿場市 

御殿場

192-1 

Ｓ造 

３階建 

生活館 

221.94 

 無償 

R7.4.1 

～ 

R12.3.31 

(一財)静岡

県立御殿場

高等学校教

育振興会理

事長 

生活館 

593.20 

14 工作物 
冷暖房

装置 

御殿場市 

御殿場

192-1 

  １個  4,740,862 

R3.7.1 

～ 

R16.6.30 

三井住友フ

ァイナンス

＆リース株

式会社 

普通教 

室空調 

15 工作物 
冷暖房

装置 

御殿場市 

御殿場

192-1 

  １個  3,106,239 

R6.7.1 

～ 

R19.6.30 

NTT・TCリ

ース株式会

社 

特別教

室空調 

計       8,689,586    
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事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調 

                                                       （令和７年度）      

                                                        （令和７年５月31日現在） 

区 分 事業名又は契約名 内   容 契約額 

（契約額の年度別内訳） 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 

長期継続

契  約 

静岡県立御殿場高等学校

外４校警備業務委託 

御殿場高校外４校 

機械警備業務委託 

 
（契約日）令和元年９月13日 

 

4,874,763 
 

円 

471,900 
 

円 

943,800 
 

円 

943,800 

 
 

円 

943,800 

 
 

円 

943,800 

 
 

円 

627,663 

 
 

円 円 円 円   円 

静岡県立御殿場高等学校

外５校警備業務委託 

御殿場高校外５ 

校 

機械警備業務委託 

 

（契約日）令和６年９月６日 

 

9,900,000 

 

 

     

990,000 

 

1,980,000 

 

1,980,000 

 

1,980,000 

 

1,980,000 

 

990,000 

静岡県立御殿場高等学校

フルカラー高速印刷機賃

貸借契約 

フルカラー高速印刷機 

１台 

 

（契約日）令和６年４月１日 

 

3,300,000 

      

660,000 

 

660,000 

 

660,000 

 

660,000 

 

660,000 

 

静岡県立御殿場高等学校

コピー機賃貸借契約 

コピー機 １台 

 

（契約日）令和６年４月１日 

 

277,200 

      

55,440 

 

55,440 

 

55,440 

 

55,440 

 

55,440 
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行政財産貸付・使用許可調 

 

（令和７年５月31日現在） 

整

理 

番

号 

 

区 分 

 

 

種 別 

 

 

所 在 地 

 

地 目  数量又 

 は面積 

貸付料又は 

使 用 料 
貸付又は 

使用許可 

期  間 

貸付又は使用

許可を受けた

者の氏名 

 貸付・ 

 使用許 

 可目的 台 帳 現 況 単 価 年 額 

１ 建 物 
事 務 

所 建 

御殿場市御殿場 

192-1 

S平屋建 

昇降棟 
 1.00㎡  

円 

7.4.1～ 

  8.3.31 

(一財)静岡県立御殿

場高等学校教育振興

会理事長 

自動販売機

（パン）設

置 4,560 

２ 〃 〃 〃 
S平屋建 

昇降棟 
14.90㎡  免除 

7.4.1～ 

  8.3.31 
〃 購買業務 

３ 〃 〃 〃 
鉄筋コンクリート３階建 

鉄筋コンクリート４階建 9.90㎡  免除 
7.4.1～

10.3.31 

静岡県立御殿場高等

学校PTA会長 

団体職員執

務室 

４ 〃 〃 〃 鉄筋コンクリート4階建 3.30㎡  免除 
7.4.1～ 

 10.3.31 

静岡県立御殿場高等

学校同窓会長 

団体職員執

務室 

５ 土 地 
学 校 

敷 地 
〃 

学 校 

敷 地 

学 校 

敷 地 
12.60㎡  免除 

7.4.1～ 

  8.3.31 
〃 石碑設置 

６ 〃 〃 〃 〃 〃 1.00㎡  免除 
7.4.1～ 

  8.3.31 
御殿場市長 

道路街路灯

設置 

７ 〃 〃 〃 〃 〃  0.98㎡  免除 
7.4.1～ 

  8.3.31 
〃 

道路反射鏡

設置 

８ 〃 〃 〃 〃 〃  0.09㎡  免除 
4.4.1～ 

  9.3.31 
〃 

避難所案内

看板設置 

９ 建 物 
事 務

所 建 
〃 

鉄筋コンクリート４階建 

本 館 
 0.11㎡  免除 

3.4.1～ 

  8.3.31 
〃 

地域防災無

線（半固定

局設置） 

10 土 地 
学 校 

敷 地 
〃 

学 校 

敷 地 

学 校 

敷 地 
 0.60㎡  免除 

3.4.1～ 

  8.3.31 
〃 

避難地案内

標識設置 

11 〃 〃 〃 〃 〃  0.20㎡  免除 
7.4.1～ 

  8.3.31 
御殿場区長 

史跡（御殿

跡地）看板

設置 

12 工作物 囲障 〃 鉄骨造  0.54㎡  免除 
7.4.1～ 

 8.3.31 
〃 

交通安全看

板設置 

13 土 地 
学 校 

敷 地 
〃 

学 校 

敷 地 

学 校 

敷 地 

電柱３本 

支柱１本 

支線４条 

1,500 12,000 
4.4.1～ 

  9.3.31 

東京電力パワーグリ

ッド（株）静岡総支

社長 

電気事業及

び電気通信

事業 
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整
理
番
号 

区 分 種 別 所 在 地 

地 目 
数量又 

は面積 

貸付料又は 

使 用 料 

貸付又は 

使用許可 

期  間 

貸付又は使用 

許可を受けた 

者の氏名 

貸付・ 

使用許 

可目的 
台 帳 現 況 単 価 年 額 

14 土 地 
学 校 

敷 地 
〃 

学 校 

敷 地 

学 校 

敷 地 

電柱８本 

支線５条 

支線柱１本 

1,500 21,000 
4.4.1～ 

  9.3.31 

西日本電信電話

（株）静岡支店長 

電気通信設

備維持 

15 〃 〃 〃 〃 〃 644.90㎡  免除 
7.4.1～ 

  8.3.31 
御殿場市長 

市道整備工

事 

16 〃 〃 〃 〃 〃 4.00㎡  11,000 
7.4.1～ 

10.3.31 

コカ・コーラボトラ

ーズジャパン（株）

ベンディング関西中

部営業本部 ベンデ

ィング中部営業地区

統括部 

ベンディング静岡支

店支店長 

飲料用自動

販売機及び

容器回収ボ

ックス設置 

17 
建 物 

土 地 

事務所建 

学校敷地 
〃 

S平屋建昇降棟 

 
学校  学校 

敷地  敷地 

2.00㎡ 

 

2.00㎡ 

 430,500 
7.4.1～ 

 10.3.31 

ダイドードリンコ 

株式会社 

東海営業部 

飲料用自動

販売機及び

容器回収ボ

ックス設置 

合 計       479,060    
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普通財産・借受財産等貸付調 

 

                                （令和７年５月31日現在）  

整理 

番号 

 

区 分 

 

 

種 別 

 

 

所 在 地 

 

地 目 

数量又 

は面積 

貸付料又は 

使 用 料 
貸付又は 

使用許可 

期  間 

貸付又は使用

許可を受けた

者の氏名 

貸付・ 

使用許 

可目的 台 帳 現 況 
単価 年額 

１ 土地 
借受 

財産 

御殿場市西田中 

294－１ 

学校 

敷地 

学校 

敷地 

電柱 

２本 

 

1,500 

円 
 

3,000 

7.4.1 

～ 

8.3.31 

西日本電信電話

（株）静岡支店

長 

電気通信設

備維持 

２ 〃 〃 〃 〃 〃 0.09㎡ 

 

免除 

7.4.1 

～ 

8.3.31 

御殿場市長 
避難地案内

標識の設置 

合 計       3,000    
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大・中 小

円

創造工学科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

年間40回程度使用

生活創造デザイン科授業用

週4時間程度

創造ビジネス科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

週４時間程度

創造工学科授業用

週10時間程度

創造ビジネス科授業用

週24時間程度

創造工学科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

週28時間程度

ＩＣＴ環境整備機器一式 創造工学科授業用

パソコン44台、プリンター外 週10時間程度

調理台及び冷蔵庫 生活創造デザイン科授業用

仕様書のとおり 常用使用

授業にて使用

常用使用

創造工学科授業用

年間80回程度使用

創造工学科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

年間80回程度使用

創造工学科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

週10時間程度

創造工学科授業用

週10時間程度

物理授業使用

常用使用

創造ビジネス科授業用

週10時間程度

01-99

06-02

H31. 3

H14. 3

5

11 10-06 教育調理器具 R3.12

金属加工工作機器

4,829,000

02-01 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式) 三次元CAD装置 R3.12

4 02-01 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式) 商品開発実習装置 R4.3 16,830,000

06-02 金属加工工作機器
金属加工実習装置
普通旋盤1台外

R2. 2 19,778,000

3 02-01 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式) アパレルCAD R4.3

18

プロジェクター R3.3

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)

金属加工工作機器

1,975,56206-02 金属加工工作機器
金属加工実習装置
汎用旋盤

H8. 3

パソコンデスク
生徒用24台

H21. 2

H8. 3

01-01 平机

台

20

1,975,56106-02

H8.3

02-01 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)

19 01-02

17

物理実験台
ダルトン　KT-10

(令和７年５月31日現在)

パーソナルコンピュータ一式 R3.3

金属加工実習装置
汎用旋盤

1,904,109

1,947,990

17,600,000

13,915,000

プロジェクター

10,044,000

R1. 8 5,409,180

3,456,000

06-99 その他の諸機器

製図器具

電動シャー
明和AS44D

その他の庁用器具

せん断機器

13

15

16

14

3,506,250

9 02-01 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)
情報基礎実習装置
パソコン43台、プリンター外

10 02-01

7

1 02-01

02-01

8 06-02

6 02-01

2

03-03

整理
番号

10,152,000

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)

区　　　　　分
購入年月 購入金額

H28.10ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(一式)

主　　要　　備　　品　　調

品名・規格

自動工作シミュレーションシステム
CAD用パソコン44台、プリンター外 H22. 3

金属加工実習装置
モデリングマシン1台外

12

利用状況

10,368,000

23,364,000

H28.12

1,926,100

IoT実習装置

情報応用実習装置
パソコン43台、プリンター外

H28. 2

R4.3

R2. 3 2,189,000

3,024,000

その他の諸機器
レーザー加工機

13,419,000
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整理
番号

職 名 事 務 分担 住 所 摘 要

年 月
．

2 副 校 長 □□□□ □ ． □ □□□□

3 教 頭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ ． □ □□□□

4 事 務 長 □□□□ □ ． □ □□□□

5 教 諭 国 語 □□□□ □ . □ □□□□

6 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ . □ □□□□

7 教 諭 英 語 □□□□ □ . □ □□□□

8 教 諭
商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ ． □ □□□□

9 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ . □ □□□□

10 教 諭
家庭（生活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ . □ □□□□

11 教 諭
商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ ． □ □□□□

12 教 諭 保 健 体 育 □□□□ □ ． □ □□□□

13 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ ． □ □□□□

14 教 諭 保 健 体 育 □□□□ □ ． □ □□□□

15 教 諭 国 語 □□□□ □ □ □□□□

16 教 諭 英 語 □□□□ □ ． □ □□□□

17 教 諭 英 語 □□□□ □ ． □ □□□□

18 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ ． □ □□□□

19 教 諭
商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ ． □ □□□□

20 教 諭 保 健 体 育 □□□□ □ ． □ □□□□

21 教 諭
商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ . □ □□□□

22 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ . □ □□□□

23 教 諭 音 楽 □□□□ □ . □ □□□□

24 教 諭 数 学 □□□□ □ . □ □□□□

25 教 諭 地 歴 公 民 □□□□ □ ． □ □□□□

26 教 諭
家庭（生活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ . □ □□□□

27 教 諭 国 語 □□□□ □ ． □ □□□□

28 教 諭
家庭（生活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ ． □ □□□□

29 教 諭 理 科 □□□□ □ ． □ □□□□

30 教 諭 数 学 □□□□ □ ． □ □□□□

西　川　勝　啓

中　村　由　紀

野　田　美奈子

(令和７年５月31日現在）

氏 名

□□□□□ □□□□

勝　又　政　和

鈴　木　章　文

望　月　美　佳

職　員　調

校 長

勤 務 年 数

□1

古　谷　知　美

勝　又　史　博

池　谷　明　治

山　田　勝　利

小　宮　和　江

金　指　政　将

大　杉　哲　也

酒　井　貴　則

菅　原　尚　規

佐　藤　加寿夫

竹　内　久美子

立　道　　　　綾

安　藤　進　次

生　越　寛　道

中　里　武　彦

浅　井　彩　乃

加　藤　風　香

稲　月　美　子

牧　田　晋　吾

村　松　佑　哉

渡　邉　太　一

吉　田　夏　美

内　藤　英　伍

三　浦　路　子
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整理
番号

職 名 事務分担 住 所 摘 要

31 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ . □ □□□□

32 教 諭
家庭（生活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ ． □ □□□□

33 教 諭 理 科 □□□□ □ ． □ □□□□

34 教 諭 社 会 □□□□ □ . □ □□□□

35 教 諭
工業（創造
工 学 科 ）

□□□□ □ . □ □□□□

36 養 護 教 諭 □□□□ □ ． □ □□□□

37 養 護 教 諭 □□□□ □ . □ □□□□

38
主 任 実 習
助 手

商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ . □ □□□□

39 主 査 管 財 □□□□ □ . □ □□□□

40 主 任 □□□□ □ . □ □□□□

41 主 事 会 計 □□□□ □ . □ □□□□

平均年数 □ ． □

氏 名 勤務年数

飯　田　純　子

片　山　蒼　紫

福　井　由　佳

竹ヶ原　理　奈

荻　野　湧　矢

植　村　愛　美

木　村　啓　人

山　田　みずほ

關　野　理恵子

田　村　真美子

相　磯　り　か
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整理
番号

職 名 事 務 分 担 住 所 摘 要

1 教 諭 国 語 □□□□ □ . □ □□□□

2 教 諭
家 庭 （ 生 活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ . □ □□□□

3 主 事 給 与 □□□□ □ . □ □□□□

4 外 国 語 指 導 講 師 英 語 □□□□ □ ． □

5 非 常 勤 講 師 数 学 □□□□ □ . □ □□□□

6 非 常 勤 講 師 書 道 □□□□ □ ． □ □□□□

7 非 常 勤 講 師
家 庭 （ 生 活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ ． □ □□□□

8 非 常 勤 講 師
商業（創造ﾋﾞ
ｼ ﾞ ﾈ ｽ 科 )

□□□□ □ . □ □□□□

9 非 常 勤 講 師
家 庭 （ 生 活創
造ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）

□□□□ □ . □ □□□□

10 非 常 勤 講 師 美 術 □□□□ □ . □

11 非 常 勤 労 務 職 員 用 務 □□□□ □ . □

12 非 常 勤 労 務 職 員 用 務 □□□□ □ ． □

13 非 常 勤 労 務 職 員 用 務 □□□□ □ ． □

14 非 常 勤 嘱 託 員 就 学 支 援 金 事 務 □□□□ □ ． □

15 学 校 医 内 科 □□□□ □ ． □

16 学 校 医 眼 科 □□□□ □ ． □

17 学 校 医 耳 鼻 科 □□□□ □ ． □

18 学 校 医 歯 科 □□□□ □ ． □

19 学 校 薬 剤 師 薬 剤 師 □□□□ □ ． □

計 １９ 人

勤 務 年 数氏 名

幾　田　さと子

アミシュカ　ポール

杉　山　美　晴

門　部　　　清

今　村　翔　人

齋　藤　彰　治

片　桐　大　介

河　野　浩　美

林　　　和　男

上　原　香　弥

永　井　直　美

吉　田　明　紀

鎌　田 　   耕

安　藤　美千代

田　中　悟　子

江　島　光　彦

勝　又　　　保

渡　邉　麗　美

石　川     　昭

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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               職員の年齢調  

 

                           （令和７年５月31日現在） 

年      齢 人  員 摘       要 

  ２０歳未満     ０ 人  

２０歳以上３０歳未満 ６  

３０歳以上４O 歳未満 ７  

４０歳以上５０歳未満 ８  

５０歳以上５６歳未満 10  

５６歳以上６１歳未満 ３  

６１歳以上 ７ 再任用職員（７人） 

      計 41 平均年齢45.9歳 
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                健康管理  

１ 令和６年度受診状況 

区 分 内    容 (1) 未受診の理由 

□□□□□□□□ 
受 診 状 況 

 受診者数    41 人  

 職 員 数      42 人 

受 診 率        100.0 ％ 

県平均受診率         100.0 ％ 

 

２ 令和７年度在籍者の健康管理区分結果 

健 康 管 理 区 分 人 数 
 

 (1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者 

  に対する措置状況 

  □□□□□□□□□□□ 

 

 

 

 

(2) 未区分の理由 

 ア 産休・育休  □人 

 イ 新 規 採 用  □人 

 ウ 自己都合による未受診  □人 

 エ そ の 他 

（ □□ ）  □人 

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 人 

Ｂ１ 
勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠方

への出張をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容の変更を

行う。  

要 治 療    人 

Ｂ２ 要経過観察 人 

Ｃ１ 
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状

によっては、時間外、休日、宿日

直勤務及び長期又は遠方への出張

等勤務に制限を加える必要があ

る。  

要 治 療 
    人 

（  ）人 

Ｃ２ 要経過観察 
    人 

（ ）人   

Ｄ１ 

平常の勤務でよい。 

要 治 療 
  14 人 

（14）人 

Ｄ２ 要経過観察 
  13 人 

（13）人 

Ｄ３ 医 療 不 要 
  12 人 

（12）人 

区 分 者 計 
  12 人 

（12）人 

未区分者数   ２  人 

合    計   41  人 
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